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２ 観光について（ＧｏＴｏトラベル及び万国津梁会議費等について）

出 席 委 員

委 員 長 西 銘 啓史郎 君

副 委 員 長 大 城 憲 幸 君

委 員 新 垣 新 君

委 員 大 浜 一 郎 君

委 員 中 川 京 貴 君

委 員 仲 村 未 央 さん

委 員 崎 山 嗣 幸 君

委 員 玉 城 武 光 君

委 員 翁 長 雄 治 君

委員外議員 なし
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欠 席 委 員

島 袋 大 君

山 内 末 子 さん

委 員 赤 嶺 昇 君

説明のために出席した者の職･氏名

沖縄県の観光業等の現状について

（参考人）

沖 縄 県 ホ テ ル 旅 館 生 活 衛 生 同 業 組 合 理事長 宮 里 一 郎 君

沖 縄 県 ホ テ ル 旅 館 生 活 衛 生 同 業 組 合 専 務 中 村 聡 君

一 般 社 団 法 人 沖 縄 県 レ ン タ カ ー 協 会 会 長 白 石 武 博 君

沖 縄 県 飲 食 業 生 活 衛 生 同 業 組 合 理事長 鈴 木 洋 一 君

一 般 社 団 法 人 沖 縄 県 バ ス 協 会 会 長 小 川 吾 吉 君

一般社団法人沖縄県ハイヤー・タクシー協会 会 長 東 江 一 成 君

美 ら 島 観 光 施 設 協 会 理 事 大 城 宗 直 君

一般社団法人日本旅行業協会沖縄支部 支部長 與 座 嘉 博 君

一般社団法人全国旅行業協会沖縄県支部 支部長 崎 山 喜 孝 君

知 事 公 室 秘 書 課 副 参 事 照 屋 陽 一 君

知 事 公 室 基 地 対 策 課 班 長 玉 元 宏一郎 君

企 画 部 企 画 調 整 課 副 参 事 花 城 安 博 君

子ども生活福祉部青少年・子ども家庭課長 真 鳥 裕 茂 君

保 健 医 療 部 地 域 保 健 課 長 国 吉 悦 子 君

商工労働部マーケティング戦略推進課長 比 嘉 淳 君

文 化 観 光 ス ポ ー ツ 部 長 渡久地 一 浩 君

観 光 政 策 統 括 監 下 地 誠 君

観 光 政 策 課 長 山 川 哲 男 君

観 光 政 策 課 副 参 事 真栄田 義 泰 君

観 光 振 興 課 長 雉 鼻 章 郎 君

交 流 推 進 課 長 前 本 博 之 君
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○西銘啓史郎委員長 ただいまから、経済労働委員会を開会いたします。

まず私のほうから一言皆様に御挨拶申し上げたいと思います。

日頃観光産業の基礎を支えていただいている皆様にお集まりいただきまして

誠にありがとうございます。本来であれば皆様の各協会、団体のほうにお邪魔

しながら意見交換をさせていただくのが当初の予定でしたけれども、コロナ禍

の関係であり、また３密を防ぐためにお席もこのように配置をさせていただき

ました。限られた時間ではございます。今日は一応午前中12時までの時間で、

皆様とのいろんな質疑等も行いたいと思いますので、ぜひ御協力をお願いした

いと思います。

それでは、本委員会所管事務調査事項観光についてに係る参考人からの意見

聴取及び観光についてに係るＧｏＴｏトラベル及び万国津梁会議費についてを

議題といたします。

午後の部は文化観光スポーツ部との質疑になりますので、午前中は皆様と観

光についての質疑をさせていただきたいと思います。

なお、ただいまの参考人からの意見聴取につきましては、去る７月16日に開

催された本委員会での決定に基づき、沖縄県の観光業等の現状についての審査

の参考とするため、参考人として招致し意見を求めるものであります。

本日の参考人として、沖縄県ホテル旅館生活衛生同業組合会長宮里一郎氏、

同組合専務中村聡氏、沖縄県レンタカー協会会長白石武博氏、沖縄県飲食業生

活衛生同業組合理事長鈴木洋一氏、沖縄県バス協会会長小川吾吉氏、沖縄県ハ

イヤー・タクシー協会会長東江一成氏、美ら島観光施設協会理事大城宗直氏、

全国旅行業協会沖縄県支部長崎山喜孝氏、日本旅行業協会沖縄支部長與座嘉博

氏の出席をお願いしております。

初めに、沖縄県の観光業等の現状についてに係る参考人からの意見聴取を行

います。

参考人の皆様、本日は本当にありがとうございます。

参考人等から説明を求める前に、委員会の審査の進め方について御説明申し

上げます。

まず、参考人の皆様から御説明いただいた後、委員から参考人に対し質疑を

行うことにしております。

なお、参考人等が発言しようとするときは、あらかじめ委員長の許可を得な

ければならず、発言は、沖縄県の観光業等の現状についての範囲内で行うこと

となっております。

また、本日は委員会が参考人等の説明を聞く場でありますので、参考人の皆
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様が委員に対して質疑することはできませんので、御承知おきください。

それと冒頭申し遅れましたけれども、説明できませんでしたが、経済労働委

員会というのは主に文化観光スポーツ部、それから農林水産部、商工労働部３つ

の主な部署を所管する委員会であります。今日はその中の文化観光スポーツ部

に関することですので、それ以外のいろんな質疑は我々からもいたしませんの

で、観光に特化した形での今日は質疑をさせていただければと思います。

それでは、沖縄県の観光業等の現状について、各参考人から簡潔に御説明を

お願いいたします。

宮里一郎参考人お願いします。

○宮里一郎参考人 こんにちは。ただいま御紹介あずかりました、通称ホテル

組合と申し上げます、正式名称が沖縄県ホテル旅館生活衛生同業組合と申しま

す。管轄は厚生労働省の沖縄になっております。

私から申し上げたいことは、コロナについては、私と一緒に来たホテル組合

の専務理事の中村氏が来ておりますので、詳しいことは委員長からもしお願い

できましたらと思います。

まずは、沖縄は観光立県、リーディング産業というふうに呼ばれてまして、

沖縄県の経済を引っ張ってるのかなというふうに自負しております。それで、

こういった感染症が発生いたしまして、こういうふうなことになるとは本当に

想像もしてなかったんですけれども。夏前までには一段落するのかなというふ

うに思ってましたけども、これが夏場に入りますと、ますます感染者の数が増

えて、秋以降の沖縄県に修学旅行等々が非常に予約入ってますけども、もうぼ

つぼつキャンセル―取消しが入ってる状況でございます。修学旅行というのは、

１校がキャンセルしますと、やっぱり文部科学省の関係ですから、必ず右に倣

ってほとんどがキャンセルになるというふうな状況になっておりますので、今

年中はひょっとしたら私立以外は全滅なのかなというふうに非常に危惧してお

ります。私が言いたいことは、観光立県、リーディング産業として、沖縄の経

済を引っ張ってるというふうな自負はしておりますけども、ちょうど今から

10年、20年前は、沖縄県にも観光議員連盟というのがありましたけども、いつ

の間にか、形上はあるかもしれませんけれども、この10年、15年ぐらいは、こ

の観光議員連盟というのが何の活動もしてないし、ひょっとしたら自動的にそ

ういった、解散になったのかなと、非常に不安に思っております。そういった

形で、県のリーディング産業である観光が、そういったのがやっぱりなければ、

再度設立して、私どもと一緒に沖縄のリーディング産業だというふうな形で引

っ張っていってもらいたいというのが１点で、もう一点は、国でも、非常時の
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場合、国債っていうのを発行いたしまして、そういった手当てをしてるという

ふうに聞いてますけども、私どもホテル業界は、休業要請も何の補償も今依頼

が来てないところで、特に中小零細のホテルに関しましては、夏までもてばい

いかなというふうに思ったんですけども。やはり、夏過ぎても、ますますこう

いった感染症の患者が増えてきてるというふうな形で、ＧｏＴｏトラベルに関

しましては、当初非常に期待はしてましたけども、関東、東京を中心に旅行を

控えるというふうな形でもって、非常にがっかりしたといいますか、関東が沖

縄の半分以上は観光客が来てますので、関東が来なくなった場合に期待してい

たものが物すごい打撃になって、私どもは受けています。ですからそういった

際に、何とかリーディング産業である観光業界に関しまして、そういった手厚

い補償とまで言いませんけども、県債というものを発行いたしまして、２年な

のか３年なのか分かりませんけども、そういったものも準備する必要がこれか

らあるんではないかなというふうに思ってますので、今日皆様方にこういった

２点を報告いたしまして、あと詳しいことに関しましては、コロナに関しまし

ては、うちの専務理事の中村が詳しいと思いますので、発言させたいと思いま

すけども、お願いいたします。

○中村聡参考人 ありがとうございます。ただいま御紹介賜りました沖縄県ホ

テル旅館生活衛生同業組合専務理事を務めております中村と申します。どうか

よろしくお願いいたします。

ただいま宮里理事長のほうよりお話ありましたとおり、市場としましては東

京が全体の約６割を占めているという状況の中で、大変つらい状態にあるとい

うところで、そのつらさがどういうふうな形で出ていくかっていうの、私ども

のほうで提出させていただいた資料のほう、一部読み上げさせていただきます。

沖縄県の観光産業は日本復帰後から海洋博覧会を契機に、自然災害や経済の

浮き沈み、米国テロなど幾多の厳しい経営環境を乗り越えて大きく成長し、観

光収入は6912億円、これは直接の効果ですね。１次波及効果として観光産業と

関係のある産業の売上げ増加などで3144億円、２次波及効果の雇用所得の増加

による消費活動の活発化から、さらなる県内の産業の生産増加が1644億円と、

県内の経済波及効果は１兆1700億円と成長し、県内産業の総生産の４兆4140億

円の実に27％、民間最終消費支出２兆7169億円に占める割合は43％という状況

になり、雇用効果は14万2734名の県経済に欠かせない産業として成長してまい

りました。この部分につきましては基幹産業であるっていう部分を認識してい

ただくための部分になります。

これが今回のコロナウイルスによっての影響がもし出た場合に、仮に現状
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４月以降が70％前後の収入が落ちております。この中で少なく見積もっても

30％の雇用がなくなると。ちょっと少なめに見て30％です。となった場合に４万

2820人に影響があり、18歳以上の男女を含む労働人口が73万2000人。その中の

完全失業率が平成30年度現在で２万5000人でした。これ3.4％、比較的いい数

字になった頃です。それに今回解雇された４万2820人が加わったとしたら６万

7826名。そうなると完全失業率は約9.2％となるというふうなシミュレーショ

ンができます。ある程度少なく見積もってるものなんで、このぐらいで収まっ

たらいいなという状態です。この状態になったときっていうのをひもといてみ

ますと、直近の部分では平成17年、リーマンの頃です。この頃が完全失業率が

7.9％で大変な状況でした。現行からするとこれよりも大きな数字が、完全失

業率で出てくるであろうと予想されてます。こちら資料にはないんですけども、

昨日発表されたハワイの状況が３月の時点で完全失業率が4.2％程度でした。

それが４月１日以降からは42％ですか、すさまじい状態になってます。こちら

のほうも８月１日より外国人の受入れを予定してたんですけれども、９月１日

まで延長されました。これによりほとんどのホテルが閉鎖し、そしてリニュー

アルっていう手法の中でほとんど雇用を維持しない方向に今動いてるっていう

のがハワイも現状として起こっております。これは沖縄と同じように完全にロ

ックアウトができてたっていう状況の中で、現行、物すごい数が増えている。

これは外からの持込みではなく、中での感染が広がってるっていうふうに判断

がされてます。

先のほうまいります。これにつきまして最も大切なのは、ちょっと経済委員

会と違う話になるかもしれないんですけども、医療現場の崩壊っていうのが話

の中によく出てきます。こちらの部分で何が起こってるのかと、何のために経

済を止めないといけない状況になってるかといいますと、こちらのほうの、ま

ず気になる部分が入院の病床数というのがあります。今日、ここはちょっと、

病床数について細かく聞きますと１時間ぐらい話が延びてきますんで軽く話を

させていただきたいと思いますが、四角い枠の中にございますように、軽症者、

中等症者、重症者っていう形の表現がされております。現行ホテルとかで受入

れしてくださいってというのが軽症者で、軽症者については通常の風邪やイン

フルエンザで患者さんが強い自覚症状を訴えていたとしても多くの場合は自宅

療養になりますよねって。それと同じですっていうのが軽症者です。これに対

して中等症、重症、重篤の違いっていうのは、中等症以上はどのような容体を

示すのでしょうか。厚生省の担当者によると、酸素吸入をしないと危ないと判

断された感染者が、中等症に該当します。そして、重症は集中治療室ＩＣＵで

治療を必要とする場合、もしくは人工呼吸器を装着する必要がある場合という
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ことになってます。重篤については一般論としては、命の危険がある方のこと

を重篤と表現します。これヤフーニュースのほうで出てますんで確認していた

だければ大丈夫だと思います。現在、県内の病院については軽症者の受入れを

するために、その現状が把握できない、医療崩壊と対応ができないっていう現

象の中で、現在、重症者が２名、もしくは３名の方、中等症と言われる方々が

複数名―10名前後っていう形の認識は持ってますが、そういうな形からすると

せいぜい20床あれば十分対応できるような現状の中で、今騒いでいるっていう

のはこれジャッジメントの取り方に大変問題があると判断しております。そし

てこの緊急事態宣言がありました後、多くの状態で問題がと申しますか、基幹

産業としての観光の対応というのが言葉を失うほどひどい状態になっておりま

す。止めればいい、命を守ればいいっていう話ですけども、命を守ることによ

って自殺者が増えたら話になりません。ていうのは、生きていくためには経済

が必要です。そしてその経済のために、健全な状態の中で物を動かしていくっ

ていうのは大変重要なことだと思っておりますので、ぜひともその判断の部分

を皆で共有していただきたいと思います。

提出させていただいてる中でホテル組合のほうで活動させていただいてる内

容は、抜粋させていただいておりまして、最後にＧｏＴｏキャンペーンにつき

まして、ＧｏＴｏキャンペーンがなかったら沖縄の経済もっと早く崩壊します、

崩壊してたと思います。たまたま今回は那覇市内のホテルにおきましては、那

覇市の予算においてＧｏＴｏトラベルと含めた形の中で、いろんな事業をさせ

ていただき、それが一部の中で動くような環境ができております。今後もそれ

を何とかしていきたいんですけども、先ほどお話させていただいていますよう

に、全体の60％以上が東京都内の方々が沖縄にお越しになってるっていう形に

なり、そして、沖縄に来ないでほしい、もしくは自粛してください、自粛して

危ないですよっていうところになかなか動こうっていうモチベーションはあり

ません。ですから、いつでも来たとしても大丈夫ですよっていう環境をやはり

多くの部分で整備をしていかないと、なかなか人のモチベーションも動かない

し、受け入れる部分は幾ら準備をしてても、それに対して対応ができないって

いう状況が現象としてあります。ぜひともその辺を加味していただきながら、

ただこのＧｏＴｏキャンペーンっていうのはもう１兆3000億のお金が動くっ

て、ほとんど私たちからするともうあり得ない状況のすごい判断だと思います。

これが約50％の負担とした場合には、掛けるの２で２兆6000億。その中でのい

ろんな販売波及効果っていうと、５兆円から６兆円ぐらいの経済波及効果は間

違いなくこの中で出てくる中で、それを否定して経済を停滞させるっていうこ

とは大変危険なことと存じておりますので、そこの部分もぜひとも加味いただ



- 8 -
R２.８.７-02

経済労働委員会記録

きたいと思います。

最後の資料のほうには全国の補助の内容を出させていただいております。大

きいところからいうと57億円補助金として出してるところと、五、六億円程度

で終わらせているところと、それが経済に対してどういうふうな影響があるか

っていうのを考えた中で、やはり判断されてる結果だと思いますし、この後も

全然対応については遅くないと思いますので、ぜひとも幅広い、裾野の大きい

産業がゆえに御英断いただき、活性化させていただきたいと思います。

以上です。

○西銘啓史郎委員長 参考人の方にお願い申し上げます。

先ほど２時間の予定で会議の進行したいということで、今８団体の方にお越

しいただいてますので、そうすると１団体10分としても80分ぐらいかかります

ので、できましたら要点をまとめていただいて、また質疑の中でお答えいただ

ければと思いますので、御協力よろしくお願いいたします。

続いて、白石武博参考人お願いします。

○白石武博参考人 今日はどうもありがとうございます。

ペーパーレスなんですけど、今日朝まで徹夜をして作りましてですね、一睡

もしてないもんですから、ちょっと機械の操作を誤ってまして、プリントアウ

トまでしたんで、参考にお持ちくださいますようにお願いいたします。

まずは、当県の観光についてということで、この委員会は先ほどもあったよ

うに経済と雇用を守るということを所管してる委員会だと存じております。参

考人として発言させていただくことに対して感謝を申し上げます。

まず、レンタカー協会の会長としてレンタカー業界について簡単に説明しま

す。旅行経済の成長と個人化の流れの中で、１兆円産業を目指す沖縄観光の県

内を自由に移動できる足として成長を遂げ、2018年度は５万台の登録台数とな

りました。県内観光客の６割、夏期におきましては約８割はレンタカーを利用

しておりまして、まさに県経済を支える観光の２次交通になる重要な業界であ

るというふうに認識しています。資料につきましては、資料１を御覧いただけ

ればというふうに思います。雇用効果につきまして算定いたしました。試算を

いたしました。雇用直接・間接合わせますと、大体車両登録台数6.25台につき

約１名の雇用を持ってるというふうに認識をしております。したがいまして、

５万台としますと約8000人の雇用吸収をしてる産業であるということも御認識

いただければと思います。

さて、今回のコロナによるダメージでありますけれども、私は第１波、第２波
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というふうにきちっと分けたいというふうに思っております。第１波につきま

しては、３月に始まった国の行動抑制策、さらには県内感染拡大と県から発信

された渡航自粛要請によって、観光客の激減に伴って急激に悪化しております。

多くの事業者は休業、営業の大幅な縮小に追い込まれました。現在も大変厳し

い状況になっております。数字としましては、４月75％ダウン、５月90％ダウ

ン、６月75％ダウンであります。第２波、６月に入りまして県内の第１波が収

まり、県、政府の渡航自粛が解かれ、７月からやや持ち直してくるという状態

の中、県内において７月に再び感染拡大が報じられ、県が発表した７つの指標

の幾つかが第２、第３段階の水準に達し、警戒レベルを上げることが報じられ

るたびに予約の取消しが発生いたしました。結果として、レンタカーにつきま

しては、７月対前年60％から65％のダウンという形で終わりそうであります。

特に観光の最盛期の８月につきましては、７月の段階では前年比50％台まで回

復しておりましたけれども、県の緊急事態宣言から僅か３日で27％程度まで急

激に落ち込み、今後さらにキャンセルが増加すると見込まれております。これ

は３日時点で協会でヒアリングをしております。

第１波で観光業界の努力と行政に対してお願いしてきたこと。確かに第１波

におきましては私たち観光を担う事業者もコロナという疾病についての知見が

整っていない状況であり、それに対しての対策も講じられなかったことから、

一旦の一定期間の行動抑制そのものには理解できることがありました。そこで

私たち観光業界が第１波で大きな痛みと不安にさいなまれる中、人流が復活す

れば必ず起こるであろう第２波に備え、以下の努力をしてまいりました。ホテ

ル組合、バス協会、タクシー協会、レンタカー協会、美ら島観光施設協会、清

掃協会が集まり、それぞれ中央から下りてくるガイドラインに加え、より安全

・安心な沖縄の旅を来県客に提供できるよう沖縄独自のガイドラインを設け、

対コロナに対する感染防止を練り上げ、加盟各社に周知をしてまいりました。

また、沖縄観光コンベンションビューローと共に、旅前から、空港、移動手

段、観光地、宿泊、空港、旅後まで、観光客の基本的な動線と課題を整理し、

民間ではできない課題の解決を県にお願いをしてまいりました。それは水際対

策の強化と観光客・観光従事者用検査機能の強化及び情報共有機能の確立であ

ります。改めて申し上げることもないかもしれませんが、観光客は定住者とは

違います。時間に制限がある。それと県内を移動するという特徴がございます。

また、コロナという病気は発熱という症状でしか疑いが見ることができない。

しかしながら発熱イコールコロナではない。これが特徴であります。こういう

ことを練った中で、昨日、特に行政としてお願いしてほしい機能っていうのが

できました。以上の経緯から、ＴＡＣＯというものが生まれたということにな
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ります。これは資料の２、ＴＡＣＯのフローチャートだけ御覧いただければと

いうふうに思います。しかしながら、予算と医療人材が整わない、作業が文化

観光スポーツ部、保健医療部、それから企画部ですか、各部署がまたがって仕

事をするもんですから、調整に手間取っておりまして、正直機能が本当にうま

くいってないというのが実情だというふうに認識をしております。ぜひ早急な

改善が必要だと考えております。また疲弊しきった業界各社はさらに感染防止

対策に費用がかかります。より安全な沖縄観光をつくるためにも、早急な予算

の措置をお願いしたいと思います。

県の対応につきましては、最も重要な情報開示の点で大きな問題があるとい

うふうに認識をしております。第１波におきましては、行政対応によって先述

したとおり、直接これだけの大きなインパクトを与えるにもかかわらず、我々

業界に対して事前の説明をされることがなく、突然市場に対してのみ、来県自

粛の発信が行われました。しかしながら、減収に対する補償も一切なされてお

りません。また、観光客イコールコロナという誤ったイメージをつくってしま

い、県民と観光客の間に大きな心の溝をつくってしまいました。

２、客観的情報データの公開が決定的に不足をしております。第２波が来て

いる現在遅過ぎますが、第１波の科学的検証と情報の公開が必要であると考え

ます。私たち民間が第１波から多くを学び、第２波に備えるべく最大限の準備

をしてきたように、県も第１波で何を学び、どのように準備してきたのかを説

明する責任があると考えます。また日時で更新される感染状況データの提供も

県民・観光客に対し極めて分かりにくい状態と考えております。感染先行地北

海道庁は、３月より非常に分かりやすく公開をしております。県にはこの点に

ついて再三改善を申し入れましたけれども、あまり改善をしておりません。

３、警戒レベルに対して設定されている指標についても決定の過程が不明瞭

であります。県民の生活・経済に大きな影響を与える指標に対して、公衆衛生

の観点のみで設定されたと考えます。現在ある７つの指標の決定プロセスにつ

きましても、私たち観光事業者はもとより、県民に説明する責任があると考え

ております。また県は、各レベルの実施例を公開しておりますけれども、公開

してしまったがゆえにそれに縛られ行動しております。これを実施することで、

観光経済に与えるダメージをどう見積もっていたか。これについても説明を求

めたいというふうに思っております。

国による雇用調整助成金では、全く雇用維持には足りない。ＧｏＴｏトラベ

ルキャンペーンは観光事業者にとって最後の命綱であります。観光産業は多く

が装置産業であり、かつ労働集約型産業であります。経営においては資産コス

トである地代、固定資産税、減価償却費、リース料が費用勘定に大きな比重が
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あり、かつ施設維持のため、たとえ休業・営業の縮小をしても休ませられない

従業員が多く存在します。したがいまして、雇用調整助成金が満額出ても、カ

バーできる範囲はかなり限定されます。当該制度のみで雇用維持してくれ、感

染が落ち着いたらゆっくりＧｏＴｏやればいいという認識は全く当たりませ

ん。今日現在８月中の回復はもう物理的に不可能でありますが、９月から開始

される予定の地域共通クーポン付きのＧｏＴｏトラベルキャンペーンは、本当

に最後の最後の命綱であります。委員各位におかれましては、何とぞ御理解賜

り、強力に推進する後押しに加え、北海道のようにＧｏＴｏに上乗せするよう

な県独自の需要喚起策をお願いしたいと切望いたします。ちなみに北海道観光

活性化予算は、約60億計上されているというふうに聞いております。また、

７月、８月の状況から短期間で回復が見込めないことから、既に来年度の採用

の見送りだけではなく、いわゆるリストラや廃業が発生していると予測されま

す。先述のように、雇用調整助成金だけでは防げません。県経済を支え多くの

雇用をつくり出している観光事業者は県経済のインフラであります。観光産業

事業者向けに雇用数の実数を調査するとともに、雇用維持協力金のような上乗

せ制度と予算の確保を切望いたします。

最後に、以下は７月29日に県から感染レベルと渡航自粛につきまして意見照

会された回答を付しております。10日前に作成されたものであり、状況はさら

に悪化しております。委員各位におかれましては、ぜひともこの辺を踏まえ、

早急の対応をお願いしたいなというふうに思ってます。警戒レベルの引上げに

ついては反対という意見がありました。基準３の病床利用率は、医療崩壊を招

かないために重要な指標と認識しておりますが、そもそも病床確保、特に無症

状、軽症者用宿泊施設の準備が遅れてるのが原因だと認識しております。新規

の44名―この日のですね、中身が公開されておりませんが、昨日の段階では83名

の感染確認のうち重症者は僅か２名。ほとんど無症状、軽症者で軽症者施設に

隔離するべきだと思料いたします。早急に大胆な数の施設を確保して、安全・

安心な体制を構築し、病床利用率を下げ、そのことを発信していただきたいと

思います。死者数を最小化をすることが最も重要なゴールだと考えると、重症

病床利用率、重症化率が第１段階であることから、感染レベル引上げ、警戒レ

ベル引上げには及ばないというふうに判断をしております。

質問事項として、データが幾つか―私は手計算で計算をしておりますので、

資料でカラーで書いているエクセルのやつは私が毎日入力をして作った、個人

で作ったものであります。感染状況っていうのが本当に我々の経営に大きく影

響しますので、必死になって毎日県の出しているたった１枚のペーパーを入力

をして、感染状況、このコロナについて勉強してまいりました。その結果、幾
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つかの数字でどういう計算をしてるのかちょっと分からないので、先ほど言っ

た指標についての説明が求められるというふうに思っております。

不要不急の渡航自粛につきまして、反対であります。理由、前回と同じで、

既に長い自粛期間で弱り切った観光業界がもちません。雇用の維持も不可能と

なります。知事とも１度会談しておりますけども、会談で知事がおっしゃった

ように、沖縄の観光が壊れると県経済が壊れます。２、警戒レベルの問いにも

上げましたけれども、最も重要な重症者の数と重症化率、病床利用率が低位で

あること。他都道府県も同様の論理から経済を動かしながら局所的な対応をし

ております。上記により、県には絶対自粛要請をしない、県民の命とともに、

沖縄県経済と県民生活の生命線の観光を守るという強い意思とそれに基づいた

マネジメントを切望いたします。

その他、県経済圏全体での感染防止策の見える化の強力な推進と対応に対す

る予算の確保をお願いしたいと思います。県民・観光客が県内の感染状況をリ

アルタイムに確認できる客観的データの開示。水際対策の強化としてのＴＡＣ

Ｏの機能整備と検査機能の設立。中部、北部、石垣、宮古に旅行者・観光従業

員用検査センターの設立。観光事業者用感染防止対策メニューの支援メニュー

の拡充と予算の確保。沖縄旅行に対する観光客の旅前の検査費用の一部補助。

県がリーダーとなって、国が感染防止策として策定し、全国で展開している接

触確認アプリＣＯＣＯＡの普及を観光はじめとする全ての民間力も結集して推

進し、ＣＯＣＯＡ登録率ナンバーワンの沖縄県を宣言し、安心・安全な沖縄を

アピールして沖縄観光の推進力になっていただきたい。

以上であります。

○西銘啓史郎委員長 白石参考人、ありがとうございました。

それでは、鈴木洋一参考人お願いします。

○鈴木洋一参考人 沖縄県飲食業生活衛生同業組合理事長の鈴木と申します。

よろしくお願いします。

まず初めに、私ども飲食店のほうは、いち早く新型ウイルスのときに沖縄公

庫との連携で各支部役員とそして公庫との説明会を、コロナ特別貸付けも含め

まして、県の保証協会、銀行等よりも、本当に１か月ぐらい早く取り組んだお

かげで、４月、５月にはもう250件の貸付けが決まりまして、何とか―廃業は

ありましたが、今現在倒産は免れている状況でございます。そのときに県、国

への陳情の中、県からの飲食店休業補償要請に関しての10万円の協力金に関し

ては、かなりの期待外れでかなり飲食店からの抗議がございました。今現在、
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時短営業に関して10万円、那覇市からは今回５万円という形で、ここに関して

はある程度の評価はできるんですが、先ほどちょっと白石会長からもありまし

たが、初めて知事の記者会見の前に商工労働部のほうからの打診がございまし

て、普通お酒は７時までで営業は８時までということなんですが、こういう形

で全く飲食店を知らない人がああいう要請を出しますと、飲食は全く経済が止

まってしまうんですよね。私としてはもう断固反対という形で10時までという

―10時までだと回転数でいくと１回転から1.2回転までいきますので、何とか

50％から60％ぐらいの売上げが維持できるということで、そこはもう一応妥協

しまして、そこの時短営業に関しましては―初めてそこは調整して、県知事の

ほうから10時という形で出たわけですが、そのあと県内の自粛っていうのが出

たもんですから全く意味がなくて、じゃあ飲食店に行くなということになるの

かっていう形で、ここはもう非常な抗議がたくさん出ております。そういう意

味では、もう少し県知事の記者会見に関しましても、飲食事業者、そして県民

に向けての記者会見、何かマスコミに向けての記者会見っていう感覚もちょっ

と出てくるような気持ちでございました。そして、その中の県、国への陳情の

中、県からの飲食店休業も含め、そして国からの雇用調整金、持続化給付金。

雇用調整金に関しましては、私ども飲食店というのは沖縄県は80％が零細企業

になるもんですから―個人事業主でございます。雇用調整金使えるのはほとん

ど残りの10％から20％の会社でございまして、ここに関しましては、今やって

る、かなり助かったと言っております。持続化給付金に関しましても、個人事

業者は非常に助かっております。特に私ども本当に正直に申しますと家賃支援

給付金に関しましてはあまり期待してなかったんですが、ここに関しては飲食

業界にとっては、非常に評価を申し上げたいなと思っております。ただこれが

長引きますと、この６か月というのがもうちょっと延長が必要になるのかなと

思っております。

今日参考資料といたしまして、緊急で４月、５月、６月のアンケート、そし

てガイドラインのこれからの巡回指導の件を入れておりますが、４月、５月は

94％減でございます、下がっているということでアンケートの中で出てまいり

ます。休業から営業を再開した店舗が増えた６月には、下がっているがちょっ

と減りまして80％、それでも80％下がっている。でも上がっているも７％にな

って回復基調にありました。７月は地元客向け飲食店は、50％から70％回復基

調にありました。７月末現在で、久茂地のある居酒屋では、前年対比140％と

いうお店で、前年よりも上がってるお店も増えてまいりまして、７月の中旬、

連休からは観光客向け飲食店も開き始めて、リゾート近くの焼き肉屋さん、そ

してステーキ屋さん、居酒屋さん、この３店舗とも連日満員・満席という報告
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が入っておりますが、この店も全部８月１日から休業に、時短営業でなくて休

業に入りました。例えば、本部飲食業組合は65店舗組合員がいるんですけども、

非常に順調に進んでたのにもかかわらず、美ら海水族館が閉まるだけで、８割

の店はもう全部閉めないといけないという、これぐらい大事な―ＧｏＴｏトラ

ベルでお客さんに来てって言っといて、そして、来て開いてないということで

非常にこの沖縄に対してのイメージが―飲食店の従業員にぶつけていくわけで

すよね。そういうのが非常にやっぱり感じていただかないといけないと思って

おります。

先ほどもＧｏＴｏトラベルの部分で出ておりますが、我々もＧｏＴｏトラベ

ルの中での地域クーポンで、一応我々組合のほうもちょっと参加してるわけで

すけども、まだこれもちょっと先行きがどうなるか分からない。今日も新聞で

出ておりましたけども、説明会が中止になったということもございます。そし

てこの後に行われるＧｏＴｏイートキャンペーンもありますし、我々もこれが

なければ、多分、秋冬までもたないお店も出てくるんではないかなという部分

では、非常に危惧しておる状態です。

今現在ですけども、時短営業をやってるお店が大体70％でございます。もう

時短営業じゃなくて休業に入ってる店がもう20％に増えております。そして、

協力金は頂かない、もらわないでいいからということで１時、２時までやって

る、頑張ってるお店が10％、この辺が今の報告でございます。27日から非常に

キャンセルが多くなってきまして、そういう意味では、不要不急の県民の部分

に関して私どもはかなり反対ということで、これは他府県の話なんですが、よ

く出る話が大阪府が５人までの飲食―何の根拠もないんだけど、５人までの飲

食をお願いしたいという、あれに非常に飲食店の店主は非常に皆さんすばらし

いと。要するに４人、５人とかって明確に言ってくれたら出るんだけど、もう

不要不急の外出は駄目だというと、その翌日から銀行とか大手企業が全部キャ

ンセル。あるお店に関しては220件、27日からキャンセル。もう閉めました。

だからそういう意味では、この言い方にもちょっと問題があるかなと思ってお

ります。

最後になりますが、皆様のほうにガイドラインを出しておりますが、私ども

も８月の中旬から約200軒をめどに抜き打ちでこの53項目のガイドライン、多

分53項目できているお店はなかなかないと思うんですが、回って、２回目でほ

ぼ80％項目に達してる店に関しては、厚生労働省の何かしらのステッカー等を

渡してくという形にしたいなと思っております。これに関しては、私どもの社

交飲食業組合というスナックとかキャバレーとか接待を伴う飲食店が入ってる

ほうにも連絡しまして、一緒にやっていきたいなと思っております。今のとこ
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ろそんな形で、最後になりますけども、私ども零細が中心になります飲食業組

合でありますけども、本当にガイドラインに向けて何とか非接触型の体温計等

も含めて、そういうガイドラインに向けての、飲食店に対しての予算措置をお

願いしたいなと。そして、従業員をどうしてもみんなＰＣＲ検査に行かせたい

ということで、今回も若狭のバースであったＰＣＲ検査にもかなり社交も飲食

業も―変な話松山だけで対象ではなくても国際通りのステーキさんも行ってま

すし、桜坂の方も行ってます。そして栄町の飲食店の皆様も行ってます。これ

を非常に皆さん、やっぱり従業員として、これだけ観光客を迎える中で望んで

たということでございますので、そういうＰＣＲ検査に関しては、引き続きよ

ろしくお願いしたいと思ってます。

以上でございます。

○西銘啓史郎委員長 ありがとうございました。

続きまして、小川吾吉参考人お願いします。

○小川吾吉参考人 沖縄県バス協会の会長の小川であります。経済労働委員会

の委員の皆様には日頃、路線バス、観光バスについて御理解を賜りまして、誠

にありがとうございます。

それではお配りしてあります、沖縄県議会経済労働委員会説明資料に基づい

て説明させていただきます。次のページをお開きいただきたいと思います。

私ども観光バスもう大変困っております。１番に書いてございますように、

４月から７月までの対前年同月の減収額というのは25億1700万円ということで

あります。平均すると約95％の減と。特に５月は約98％の減ということで、こ

のまま続くと倒産が続出するという状況になりつつあるということでありま

す。これを稼働台数で見ますと、その下の２番にございます。全体的に644台

ということですが、その中で今７月稼動してるのは36.7台と5.7％。８月見込

みは28.9台と、８月は稼動が少ないと、そういう状況です。それからちなみに

路線バスの状況、３番で書いてございます。これも３月から７月分についての

対前年同月の減収額を見ますと、９億6900万円となってございます。それで、

沖縄の場合は、路線バスと観光バスを兼業してるというのは非常に多うござい

ます。路線バスはほとんど赤字と。これは石垣等の離島を含めまして、ほとん

ど赤字だということで、国ないし県の補助を頂いてる場合多いわけであります

けれども、その一つを支えてるのは、観光バスによる内部補助ということであ

りますが、今申し上げましたように、観光バス自体がこの４か月で25億1700万

円の減ということで、いわゆる路線バスの減収額を補塡できるどころではない
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と、そういうことであります。

続きまして、その次のページに、私どものバス協会としての要望事項４点ご

ざいます。

１つはこの春に中止されました小中学校、高校の県内の遠足、これは現在緊

急事態宣言が出されておりますので、その解除後、速やかな実施をお願いした

いと思っております。

２番目は、バスを利用した県内旅行の促進とそれに対する補助であります。

それでこれについては、例えば那覇市の中学校につきましては、県外の修学旅

行もあるんですが、中には県内の修学旅行もあるということで、教育委員会に

聞きましたら、県内の修学旅行はこの緊急宣言解除後は進めていいと。ところ

が県外に行くのは次年度以降だということで、いわゆる県外を希望してる学校

の中には県内修学旅行も検討しているところもあると聞きますので、こういう

ものを含めてですね、ぜひお願いしたいと思っております。それでこれはです

ね、島根県で県内旅行のバスを利用した県内旅行の促進等やっておりまして、

島根県は島根県が費用の３分の２を補助しますと。３分の１は主催者ないし学

校などが持ってくださいと。なお、松江市はその残り３分の１の２分の１、結

果的には６分の１を補助してあげますということで、島根県の例は、これは全

体的に40％現在進んでると。松江市の分は90％好評で進んでるというようなこ

とであります。それから北海道におきましては、いわゆるどうみん割というよ

うなことで、例えば交通と宿泊をつけたような場合、その費用が１万円から１万

4999円という場合については5000円を割り引いてあげますと、それから１万

5000円から１万9999円になったら7500円を割り引いてあげます、２万円以上に

なったら１万円割り引いてあげますと、そういうような制度も考えていただい

て進めておるわけでありますが、いずれにしても、やはり県内のバス旅行につ

いての御配慮をお願いしたいと思います。この間５億円でおきなわ彩発見キャ

ンペーンっていうのは、我々バスについては全くそういう対象にされておりま

せんでした。我々大変期待していたんですが、宿泊施設プラス自家用車ないし

レンタカーというようなことで、大変残念でございました。ぜひこういうこと

についての御検討をよろしくお願いしたいと思います。

３番目は、教育旅行に対するリスク低減対策として、その費用負担の軽減を

お願いするということでありまして、これは北海道が先ほどどうみん割という

ことをやっておるわけですが、どうもどうみん割はなかなかマイカーなどの利

用がどうしても多いという感じがありまして、北海道庁と教育委員会とそれか

ら北海道の観光局、それからバス協会などが相談して、教育旅行費を低減と。

例えば北海道の場合は１台で45人乗って二、三百キロ動くとした場合に、向こ



- 17 -
R２.８.７-02

経済労働委員会記録

うの貸切り台数は１台14万円ということで、それを２台に増やして３密を避け

るといった場合に、１台増える分14万円かかるということですが、その14万円

について北海道庁がいわゆる補助をするというようなことでございますが、沖

縄県は修学旅行として京都とか北海道等を二分する、いわゆる修学旅行の対象

県でございますので、さっき各参考人からお話ございましたが、ぜひですね、

この制度をお願いしたいと思います。なお、ちなみに今日資料では出せなかっ

たんですが、鹿児島県でも他から振り替えてきた場合は、１件ですか、３万円

を出すというような話もあるようですし、福岡県と奈良県もこういうのを検討

しておるということでございます。

それから４番目は、バス業界ももちろん、今観光バスの場合は休業してる場

合がほとんどでありますけれども、雇用調整助成金も頂いておりますが、やは

りそれ以外の社会保険料の負担が大変でございます。先ほどから説明しました

ように、収入がない中で労働保険などの社会保険料の会社負担が経営を圧迫し

ております。したがいまして、これらの社会保険料のないものについては減免

措置を、現在されているものについてはその拡充の御検討をお願いしたいと。

具体的には、例えば、雇用保険と労働者災害補償保険料については、８月末ま

での猶予とかされてますが、これは支払減免ではないんですね、いずれの段階

でも支払わなきゃならないということで、観光バス大変苦しんでおります。そ

れから、社会保険料の中で健康保険とか厚生年金保険は２等級減免されており

ますが、２等級では大変苦しいと。そういうところでありますので、これは労

働保険とそれ以外の健康保険などの社会保険料についての減免等の御検討をお

願いしたいと思います。

それで、その次のページに資料として、沖縄県議会赤嶺議長宛ての陳情とい

うことで、今申し上げたようなこと―教育旅行についてはありませんが、遠足

とそれからバスを利用した県内旅行の推進ということをお願いしてあります

が、これは７月９日に沖縄県の玉城知事宛てにも出しておりまして、直接は文

化観光スポーツ部、部長はいわゆる県議会ということで、観光政策統括監にお

願いしてありますが、観光政策統括監からは、貸切りバス事業者に対しては10万

円の給付金出してるからなかなかできないというお話でありましたが、これは

貸切りバス専業者に対して出しているんですね、兼業者には出てないんです。

それで、もう一つ気になることおっしゃったのは、島根県の例を取り出したら、

これは島根県は確かに交通対策課がやってるんですが、地域振興部交通対策課

がやってるんですが、島根県に聞いたら、いわゆる商工労働部の観光振興課と

地域振興部の交通対策課が相談して、一応バスを使おうというのを交通対策課

でやることになったということであったんですが、いわゆる交通政策課ってい
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うのは沖縄県あるからそちらのほうじゃないでしょうかって言うので、非常に

残念なお話をいただいたんですが、そういうことのないようにぜひお願いした

いと思います。

次のページがさっき申し上げました島根県の例で、バスをもっと使おうとい

うことで左側の赤いところに、バスの借り上げについては３分の１については

借り上げ可能と、残り３分の２は島根県が補助しているということであります。

それから、その次のページは、北海道のどうみん割について、私が先ほど口

頭で説明したような感じで下のほうを見ますと、いわゆる４種類のパターンに

分けて、それぞれ費用の半分を割り引くと。割り引いた分は北海道庁観光局が

補塡するというやり方であります。

その次に、いわゆるこれも北海道庁の観光局が教育旅行のリスク低減策の支

援事業ということで、私がそういうのを説明したとおりでありますが、これは

いわゆるバスを利用する場合と―貸切りバス等っていうのはジャンボタクシー

も入ってるということなんですが、それから宿泊施設を利用する場合、それか

ら単体で利用する場合を含めて、したがって、１台のところを２台にすると

14万、２台目の14万円を持つと。ホテルについて、宿泊施設については今まで

ツインの部屋に泊まっていたというのを別々シングルの部屋にしたら、3000円

かかるとすれば3000円分を持ってあげましょうというようなことで、大変北海

道に修学旅行が流れるんじゃないかと。これはこの中にも書いてありますが、

道内外ということを言っておりまして、先月も、例えば東京の私立高校が―私

那覇バスもやってるんですが、那覇バスの貸切りバス十数台で沖縄に秋に来る

という予定だったのが、沖縄がこういう状態だから関西にしますというような

こともありましたし、その以前にもあります。それで、この８月１日から昨日

までの６日間で修学旅行のキャンセル、これは那覇バス、琉球バス交通に限っ

ていえば、440台のもう既にキャンセルが出ております。それから県外の団体

等についても約200台と。そういう状況でありますので、何分非常に我々とし

ては大変苦しい状況にあるというのと、観光バスだけじゃなくて、公共交通、

沖縄の基幹交通を支えてる乗合バスも観光バスが悪くなると非常に危うくなる

ということであります。我々バス協会は会員一丸となってコロナ対策含めて頑

張って、ガイドラインをつくって頑張っておりますけれども、私、会長自身と

しても全身全霊を込めて委員の皆様の御指導をいただきながら頑張っていきた

いと思いますので、よろしくお願いします。

○西銘啓史郎委員長 ありがとうございました。

今11時５分前になっております。参考人の皆さん、できたら簡潔な御説明と
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それから質疑の時間でまた御答弁いただきますので、よろしく御協力お願いし

ます。

東江一成参考人お願いします。

○東江一成参考人 沖縄県ハイヤー・タクシー協会の東江でございます。持ち

時間３分で発表させていただきたいと思います。

我々タクシー業界につきましては、２月１日のクルーズ船で感染者の第１号、

第２号という形で発症して、対策を立てたわけですけど、ほかの参考人のおっ

しゃるとおり、我々業界にとっても物すごい打撃を受けてる状況でありまして、

感染対策については、先ほどもお話ししたように第１号、第２号という感染が

出てきたおかげで、おかげって言ったらおかしいですけど、どの産業よりもい

ち早く感染対策に取り組んだという形でやってますので。昨日現在で法人６名、

個人６名と、１万2000人超の乗務員の中で12名の感染者が今出てるというふう

な状況でありまして、先ほどいろんな参考人の方がおっしゃっていたと思うん

ですけど、実際タクシー乗務員で社内感染、お客さんからの感染っていうのは、

現在調査した段階では３人しかいないです。これは第１号、第２号の中国人の

お客さんを乗せて、これは助手席に乗せて中国人が横で大きな声でしゃべって

たというもの２件と、先月のアメリカ独立記念日で、パーティー帰りのアメリ

カ人が４人で乗車して、助手席で酒を飲んでしゃべったと。この３件だけなん

ですよ。実際これだけの観光客、県民の皆さんを乗車させてもこれだけの感染

率であるということで、これは我々が感染対策がしっかりできてるものなのか

なということでありますし、それからコロナ対策をしっかりやれば安全性があ

るんだということを証明してるのかなというふうにも思ってます。売上げにつ

いては、各参考人からもあったとおり、我々の業界も対前年70％減、60％減、

50％減という形でずっと落ちてきて、ようやく戻りつつあるのかなと思ったら、

先月の中旬以降からまた落ち込んで、今月は対前年25％ぐらいまで落ちるじゃ

ないかなというふうな状況があります。それはそれでみんな一緒になっていろ

んな知恵を絞りながら頑張っていければいいのかなということで思っていま

す。今、我々業界で直面してるのは、我々の業界はもともと平均年齢が非常に

高いということもありまして、高齢である乗務員がやっぱり病気を恐れてもう

退職したいという乗務員が相当数出てるもんですから、それともう一つは基礎

疾患のある乗務員が感染症になるのが怖いという形で大分長期休暇に入ってる

ということがありまして、そういったことで、そのままずっと休職されるのか、

また復職するのかっていうのも非常に分からない状況でありますし、コロナで

の売上げ減、それから乗務員の退職、休職による減等も含めましてダブルパン
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チで、今非常に苦しいところではあるんですけど。元来、今我々業界につきま

しては、売上げに対する人件費の構成っていうのが、大体70％弱、68から69％

なんです、人件費の構成が。現在４月、５月は、もうほぼほぼ売上げに対する

人件費の比率が110％から140％になってるんです。要は、売上げ1000万あった

ら1300万、人件費払ってるんです。その他の経費は丸々赤字なんですよ。そう

いった状況の中でも各自治体、沖縄県のほうにはいろいろお願いをして、多少

は支援金等いろいろ頂いて今頑張ってるとこではありますけど、先ほども言っ

たようにいち早く感染対策をしたっていうおかげで相当の出費が出てます。今

話したとおり、売上げの減による赤字幅っていうのが相当数広がっているとい

う形でいるわけでありますけど。各業界全部対策を立てていろんなことでやっ

てるんですけど、ちょっとこれは直接的には我々業界には関係ないですけど、

今、いろいろ説明があったんですけど、県のほうもいろいろ対策を立てて、水

際対策っていう形でＴＡＣＯっていうのも準備してやってるんですけど。先日

の会議でちょっといろいろ聞いたんですけど、空港でＴＡＣＯ―サーモグラフ

ィーで熱を感知してどうのこうのっていう形で水際対策をしてるという形で、

国のほうから部屋も借りてＰＣＲ検査もできるようにしたという話を聞いたん

ですけど、実績がほぼほぼゼロなんですよ。話を聞いたら、医者と看護師がい

ないんだと。だからちょっとその辺は医師会ともいろいろ相談なさってるとは

思うんですけど、沖縄県議会の皆さんもそうなんですけど、我々民間とはちょ

っと温度差があるのかなというのがあってですね。例えば我々でしたら、土下

座してでも国のほうにお願いして、医者と看護師を派遣してくれと。もう一つ

意見が出たのが、自衛隊にお願いすればいいじゃないかと。自衛隊には医者も

看護師も何百名もいるだろうと。我々が手当てできる分だけ何とか沖縄県のた

めに、医者と看護師を派遣してくれんかというふうなことを、我々民間だった

ら土下座してでもやりますよ。だけど沖縄県が要請してるのかどうか分かりま

せんけど、現在稼働してないような状況があるということで、水際対策をしっ

かりして、沖縄これだけしっかりしてるんだよ、沖縄来ても大丈夫なんだよと、

沖縄来てタクシー乗っても大丈夫なんだよと。そういうのをアピールしながら

経済を高めていくのが一番いい方法じゃないかなというふうに私は考えてます

ので、引き続き皆さんの県議会のほうも、民間の意見も聞きながら、しっかり

県を指導していって一日も早く沖縄の経済が復興できるように御協力をお願い

したいと思います。

以上です。

○西銘啓史郎委員長 ありがとうございました。
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続きまして、大城宗直参考人お願いします。

○大城宗直参考人 美ら島観光施設協会で理事を務めております、大城と申し

ます。本日は、どうぞよろしくお願いいたします。

まず、この施設協会2015年に設立をされました。初めて資料を提出しており

ます。これを設立したきっかけの一つに、沖縄観光っていうのはこれまでもい

ろんな危機がありました。そういった中で国の支援、県の支援という形でいろ

いろ行われてきたんですが、実は観光施設っていうのはほぼ除外されることが

多くて、そういった中で、大変規模も大きく、雇用も多い中で、真剣になって

我々観光施設がしっかりと取り組んでいこうということで2015年に設立をした

組織で、今では、ブセナとか財団が運営してる施設に関しても加入をしてもら

いまして、裏のほうに数字が書かれております。これ、皆さんのほうにこうい

う形で提出すると私言ってないんで一応、あまり表に出さないでほしいなと思

うんですけど。私自身も初めて知った数字が幾つかありますが、現状としては、

単月での閉園による０％も含めて、大変厳しい数字で推移しております。ただ、

施設面積見て分かるように、非常に広い施設であります。いわゆる固定費の支

出というのは変わらず出ている中で、これから先本当に暗い状況しか見えてな

い状態であります。先ほど来出ているように、おきなわ彩発見並びに国のＧｏ

Ｔｏトラベルに関しても、この１か月間、７月のスタートから見ていても、や

っぱり人の動きを見ていて観光客が観光に行くところを嫌がったり、観光客自

体が沖縄県民に歓迎されてないんじゃないかというような、いろんな多分マス

コミの影響もあるかと思うんですが、非常に強く目立ってきているような気が

します。とても残念なことだなと思っておりますし、本当に1975年の海洋博以

来、沖縄の先輩たちが取り組んできたこの基礎が今後どうなるのかっていう、

施設に関しては懸念しております。それから、これから先なんですが、旅行が

いろんな形で戻っていった場合も―すみません、私ちょっと資料にないことを

話しちゃってますが、飛行機に乗ります。当たり前です島嶼県ですから、飛行

機に乗って移動手段は確保します。当たり前ですけどホテルに泊まります。し

かし人混みを避ける傾向がこのまま強くなってしまって観光施設に行かないと

なった場合、という雰囲気がまさしく今生まれてきてるんじゃないかっていう、

非常に心配してることがあります。そこでちょっと要望したいっていうところ

で、これは施設協会の中から出てた話ですけど、彩発見でも、休業中に行われ

たもんですから何の影響もございませんでしたが、過去に、沖縄のこの伝統文

化とか工芸を体験してもらうようなプランを観光客に提供したことがありま

す。それは非常にやっぱり好評で、それぞれの施設においても、飲食並びに工
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芸体験、沖縄の文化を楽しんでもらうってという役割を担っているものですか

ら、そういった体験をする背中を押すきっかけをちょっとぜひつくってほしい

なと思っております。決して本当に、我々自体も人数を制限しながら、そして

コロナ感染対策を徹底しながら、しっかりとした受入れをしていこうと、職員

一同ですね、本当にみんな一生懸命頑張っておりますが、やっぱりお客さんの

風潮が、もしくは県民の目線がそういうふうになっていくと非常に心配な産業

であるんではないかなと思っております。

それから先ほど来話もありましたが、美ら海水族館の閉館が、いわゆる第２ス

テージに上がると閉まらないといけないっていう状況があります。これもやっ

ぱり観光施設協会にとっても非常に象徴的なものとして全国に発信されてしま

います。その基準に関しても、先ほど白石委員からもあったように、財団の方

も実は分かっていないようでありますし、我々自体も、財団が閉めたら閉める

のというような声もあったり、中には、お前たちが開けてるから観光客が来る

んだと、クレームまでも来るような状態があるようであります。非常にやっぱ

り、先ほどもありましたように、第１波が終わったからこそ、今一度検証して

みて、施設の在り方、それから観光客への発信の仕方を今一度考えてもらえた

ら非常にありがたいというふうに思っております。

コロナ対策、企業対策はもちろんなんですが、やっぱり観光業をどのように

してこれから受け入れていくのかっていう、我々施設としてものぼりを作って

しっかりとありがとうという気持ちも発信しながら、今のコロナ禍における観

光客の受入れもしっかりと考えていきたいなと思っておりますので、委員方に

とっては―本当にバスもそうですし、全てが連動してるのが沖縄の観光産業で

ありますので、ぜひ様々な要望、対策必要だと思いますが、そろそろ過去の総

括もしながら、この夏も残念ながら残念な結果になってしまうと思いますけど、

せめて10月に向けて先の見えるいろんな計画が出てくると我々も非常に心強い

と思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

○西銘啓史郎委員長 ありがとうございました。

続きまして、與座嘉博参考人よろしくお願いします。

○與座嘉博参考人 ありがとうございます。日本旅行業協会沖縄支部の與座で

ございます。今日は、機会をいただきまして誠にありがとうございます。

まず、ＪＡＴＡ―日本旅行業協会の現状からお伝えさせていただきますが、

これは資料はございません。口頭で申し上げます。

３月以降対象21社全てが毎月前年比70％から90％の売上げ減という状況が続
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いております。全ての会社が営業時間短縮、休業調整、店舗閉鎖など何かしら

の対策を取っている状況でございます。単純に連想していただきたいんですが、

売上げが毎月１億あったとします。それが７割から９割、ひどい場合の９割減

で考えると、一月に1000万しか売上げがない。9000万が毎月売上げ減っていっ

てる状況で、それが12か月続くとどうなるか計算してみていただければお分か

りになると思いますけれども、10億以上の減収、年間が見込まれると。もうこ

のまま毎月毎月雇用調整助成金だけで生き長らえるとは全く思っておりません

でして、全社とも大変強い危機感を持っているということを前提にお話を進め

させていただきたいと思います。

私のほうからは３つの事業、キャンペーンについてお伝えをいたします。既

にお手元のほうには、ＧｏＴｏトラベル事業、それからツーリズムＥＸＰＯジ

ャパンについての資料はお渡ししてると思いますけれども、データの不具合で

共有できませんでした、おきなわ彩発見キャンペーンのデータにつきまして、

お手元にコピーを置かしていただいてると思いますので御覧ください。

こちらにつきましては、今年の６月、７月第１弾ということで、日本旅行業

協会沖縄支部、それから全国旅行業協会沖縄県支部の会員を中心に実施されま

した。これは沖縄県と観光コンベンションビューローとの勉強会で使われてる

データでございますので、まだ最終的な集計には至っておりませんけれども、

７月27日までのデータということでお伝えいたします。集計対象が２万件弱、

１万9936件ございます。開いていただきますと、宿泊施設形態別利用率という

ことで、81％がリゾートホテルの御利用となっています。それから次、宿泊施

設地域別利用率、65％が北部の地区に集中をしていると。特徴的なことだけお

伝えをさせていただきます。その次の資料、宿泊地区別利用率ということで、

恩納村が43％、名護市が13％、那覇市が７％、以下御覧いただきたいと思いま

す。次に、宿泊施設規模別利用率ということで大規模の施設に80％の利用率が

あったというふうになっています。そして第１弾の場合には、補助金のランク

が４つございました。そういった中で一番大きい補助金が使われたものが38％

で、これは１万円の補助金―２万円台の宿泊代のときの補助金が一番多く使わ

れておりまして、次が１万円代のときの5000円の補助金。そして、３万円以上

の宿泊料に対しての補助金１万5000円っていうのが26％というふうになってお

ります。次に、宿泊費日付別利用数というのが出ておりますけれども、これに

ついては、やはり土曜日、金曜日、このあたりの利用が大変多かったという、

まずはデータの共有をさせていただきたいと思います。これにつきましては今、

第２弾も展開を８月30日までということで展開されてるようでございますが、

今お伝えしたデータにつきましては第１弾に限ったものでございますので、よ
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ろしくお願いしたいと思います。こちらにつきましては結論としては、旅行業

にとって一時的な効果というものは認められますけれども、特定のリゾートホ

テルさんに予約が集中するなど、恩恵を受けた事業者は限定的だったというこ

とが言えると思います。

次に、ＧｏＴｏトラベル事業、先ほど来参考人の皆様からもお話をしていた

だいておりますけれども、第１弾が７月22日から既にスタートしております。

そしてまず前半につきましては、旅行代金の割引のみということで35％の割引

が予定をされています。そして、９月以降になりましたら、地域共通クーポン

が15％加算されてトータル50％の支援になるというふうになります。これはお

渡ししております資料のほうを御覧いただきながら聞いていただければありが

たいなと思います。政府のほうも大変急な前倒しで事業をスタートした関係で、

業界の中での事務局もまだきちんと機能していない状況でございます。実は昨

日８月６日にようやく旅行会社に対する本登録というのが始まったばかりでご

ざいまして、もう既に旅行商品を発表しているところもあれば、まだ旅行商品

の発表ができていないところもあるというような状況でございます。またお話

がありましたとおり、地域共通クーポンについての説明会も延期になるなど、

まだまだきちんとした土台づくりがされていないというような状況でございま

す。参考までに、あるインターネットから、ブランド総合研究所という、総研

さんが全国１万人に対してＧｏＴｏトラベルに対する認識、ニーズについての

アンケートを取っています。そういった中で、このＧｏＴｏトラベルを積極的

に活用して、もう既に具体的に検討しているという回答は、まだ17.7％しかな

い状況でありまして、この感染のきちんと収束が見えてこない限りは旅行に行

くつもりはないという回答が50.7％。したがいまして、まだ国民の中で、旅行

に行きたいという環境は醸成されていないんだなっていうことがこのアンケー

トから読み取れるんじゃないかなと思います。このＧｏＴｏトラベル事業につ

きましても、今申し上げたとおり、まだまだ土台づくりがきちんとできている

状況ではないので、即効性を期待するのはなかなか難しいのかなというのと、

国民の旅行に行きたいという気持ちがまだ起きてきていないので、すぐに効果

があるということは期待できないんじゃないかなというふうに結論づけたいと

思います。

次、ツーリズムＥＸＰＯジャパンにつきまして、そういった中で我々業界も

ただ手をこまねいているわけではなくて、何かしら復活のきっかけになるキャ

ンペーンをということで、10月29日から11月1日までの４日間でツーリズムＥ

ＸＰＯジャパンというものを沖縄コンベンションセンター、それから宜野湾市

立多目的運動場をメイン会場にして行うこととしております。このイベントに
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つきましては、例年東京で10月から11月にかけて行われているものですが、会

場でありますビックサイトが東京オリンピックのプレスセンターになる予定で

ありましたということから、東京で開催することが今年と昨年は難しいという

ことから２年間に限って地方での開催をするという中で、昨年大阪、そして今

年沖縄でというもともとそういうスケジュールになっておりました。残念なが

らオリンピックが延期になったり、コロナの関係で環境が大分変わってしまっ

ているんですけれども、何とか我々業界のほうとしては、規模を縮小してでも

行いたいということで今のところ実施の方向で進めております。詳しくは、お

配りしている資料を御覧いただきたいと思いますが、こういったイベントを、

新しい社会の中でのイベントということをモデルとしてできるように今頑張っ

ているところでございます。

今、３つ事業、キャンペーンについてお伝えをさせていただきましたけれど

も、ツーリズムＥＸＰＯがあるからといって急激にお客様がたくさん来ていた

だけるとか、そういうようなことではないというふうに認識はしていますけれ

ども、何かしらやっていかなきゃいけないということは、業界の中にあるとい

うことを御理解いただければと思います。そして冒頭に申し上げたとおり、い

まだに各社の売上げは、70％から90％減というのは続いてるという現実は重く

受け止めなければならないと思いますし、今日いらっしゃる委員の皆様方にも

ぜひとも御認識を一つにしていただければ大変ありがたいなというふうに思い

ます。そういった中で、各参考人の皆様からございました要望について、ぜひ

ともお答えをいただければ大変ありがたいなというふうに思います。

そして、最後になりますけれども、中部病院の高山先生からこの間別の委員

会であったことをお伝えしておきたいと思いますけれども、観光客が決してコ

ロナの―感染源になってるかもしれないけれども、彼らがクラスターを巻き起

こしたりしてるわけではないということは高山先生は明言されておりましたの

で、ぜひともそういった風評被害を払拭するお手伝いというか呼びかけを委員

の皆様にもお願いできれば大変ありがたいなというふうに思います。

以上でございます。ありがとうございました。

○西銘啓史郎委員長 ありがとうございました。

最後になりますが、崎山喜孝参考人、もしできましたら全国旅行業協会と日

本旅行業協会の違いも分からない方もいると思うんで、簡単に説明していただ

くようお願いします。

○崎山喜孝参考人 最後になりましたけれども、この順番からいくと私がこっ
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ちかと思ったんですけども、あまりまとまったこと言えないのが最後になりま

したけども、今、委員長からのお話のとおり、お互いの国内には、全国旅行業

協会とそれから日本旅行業協会っていう２つの組織があります。大きな違いは、

ＪＡＴＡ―日本旅行業協会は国の申請、それから私どものＡＮＴＡ―全国旅行

業協会は県知事の登録という違いだけと思ってください。恐らく県議の方もそ

ういった中身知らない方もいらっしゃると思うんですけども。私は全国旅行業

協会の沖縄県支部長を仰せつかっておりますけども、私どもの今現在沖縄県で

会員数が115社の会員です。この数字を皆さんが、え、沖縄県にこれだけの旅

行業者あるのかということを思いがちなんですが、登録された数です。これは

九州それから四国、中国の17県を含めても、沖縄県が会員数が一番多いんです。

もうちょっと比較すると、福岡県の人口が513万人、沖縄県の人口が約147万。

その中でも福岡が97社なんです。147万の沖縄が115社。いかに沖縄県がリーデ

ィング産業の観光立県かというのはこの数字でも分かるかと思います。

今日は、先ほどＪＡＴＡさんのほうの現況報告もあったんですけど、全く旅

行業者の立場では一緒の内容になって、以下同文と言ってもいいんですけども、

ただそれで終わるとまたＡＮＴＡのメンツもありますんで、現況は一応報告し

ておきます。

まず、私どもが会員にアンケートを取った、６月に取ったんですけども、

３月、４月、５月は90％以上の減です、売上げがね。これが現状です。６月、

７月に関しては、おきなわ彩発見のあれで30％ぐらい幾らかはカバーはしたか

と思うんですけど、それでも70％以上の売上げ減ってのが現状です。私はこの

数字は本当に厳しい現状を先ほどのＪＡＴＡさん見たとおり、もう県議の皆さ

ん方もどうしていろいろと協力していってほしいかってのも本当に理解してほ

しいんですが、現状だけは本当にこういった状況だと思ってください。私はＧ

ｏＴｏキャンペーンのことも少しちょっと不満もあるんで、これ非常にありが

たいことに経済効果もいろいろ国はもう進めていくと思うんですが、この沖縄

県においてもＧｏＴｏキャンペーン。何しろこれだけのいいことをうたってい

ながら、やはりお客さんっていうのは―これ観光産業全てに言えることです、

安心・安全じゃなければどこも行こうという気持ちにはなりません。今日のス

マホにも情報が入りましたけども、約70％余りがこのＧｏＴｏキャンペーンを

利用しないという数字が出てきております。こんな状況の中で、いらっしゃい、

いらっしゃいと言っても、お客がついてこなければどんなに踊ってもこの観光

産業は成り立たないと私は思っておりますので。今日各参考人からもいろんな

意見があったと思います。厳しい中に、何とか倒産も免れて今生き延びてる我

々の全国旅行業協会の115社は、雇用調整助成金というのに助けられておりま
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して―これはもちろん全社全てのアンケートじゃないんですけども、私ども沖

縄市にあるワールドツーリストの参考、それから名護のほうの２社を参考にし

たところ、経費の約70％は雇用調整助成金で何とか生き延びてるっていうのか、

保っております。あとの30％が自社努力で頑張っていかなきゃならんと思うん

ですけども、万が一この助成金が今また９月までと言わずに国は何とか延ばそ

うという情報も来てるんで、できれば延ばしていかないと、ストップしてしま

うと、恐らく今の私ども115社の会員の中で40％弱は倒産というふうに見てお

ります。ですから、いかに国の施策も非常に大事かということも含めて、県の

ほうも県議も力を発揮して、こういった持続をしていただくような協力を要請

してみたいなと思っております。

それでＧｏＴｏキャンペーンのことですけども、はっきり言いまして、今の

このＧｏＴｏキャンペーン、私どもの全国旅行業協会にはほとんどメリットが

ないんです。それはどういう意味かといいますと、ほぼ決定ですけども、去年

の売上げを参考に金額の割当てが来るんですね。そうすると、大手はすごい売

上げしてるから、それだけに金を持っていろいろ事業ができる。小さいところ

はそれなりの予算で運営しなきゃいかんというのが、私はある意味で不公平だ

と思ってるんですけども、それは国のやることですから、できればやっぱり経

済効果ということであれば、みんな平等に頑張った分だけはそれだけの応えを

返すような考え方を持ってほしいなと。大手とか一番大手だけが生きていくん

じゃなくてね。ですから、沖縄県としてもそういったことのないようにひとつ

いい方向に持っていくように、ぜひまた訴えてほしいなと思います。ぜひまた

その辺も含めて、この今の沖縄の現状、いろんな参考人の方からコロナの問題

でこうなっておりますので、この対策等いろんなことはコロナさえなければ、

そういったリスクを背負っての旅行というのは絶対あり得ないんで、それをど

ういうふうにしてなくすかというのは皆ガイドラインで、それぞれの皆さんは

努力をしてるわけですから、それでも沖縄県が70名、80名っていう感染者が何

で増えてるのかという分析をしながら、お互いもまた努力というか考えていき

ながら、県ともひとつ、ぜひタイアップして協力というか、やっていきたいと

思いますんで、県議の皆さんもひとつその辺のアドバイスというか、よろしく

お願いいたします。

以上です。

○西銘啓史郎委員長 ありがとうございました。

参考人の説明は終わりました。

これより、参考人に対する質疑を行います。
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なお、質疑・答弁に当たっては、挙手により委員長の許可を得てから行い、

重複することがないよう簡潔にお願いいたします。

質疑はありませんか。

新垣新委員。

○新垣新委員 お疲れさまです。本日はありがとうございます、参考人の皆さ

ん。まず、各８団体に一つ一つ、もう時間ないんで要点要点申し上げます。す

みません、日本旅行業協会の沖縄支部長であります與座さんに伺います。今、

国がコロナ特措法改正に向けて取り組んでいるという、自治体とまた民間のガ

イドライン等が変わってこないかっていう形と、また現況のこの問題等におい

て、不満だっていう、経済の損失があるっていうことと、国とそういった等の

話合いはしてますかっていう形で、まず伺いたいと思います。

○與座嘉博参考人 これは本部のほうでなさってると思うんですけれども、す

みません、今の段階で支部のほうにその件に関しての新しい情報が入ってきて

ないです。

○新垣新委員 続きまして、バス協会小川さんに伺いたいと思います。先ほど

４点のこの資料、こうしてほしい、こうしてほしいっていうことがありました

が、事前に県とこのような要望、幾らかかるんだっていう形の、金額等の提示

っていう意見交換はなされてますかっていうのをお伺いします。

○小川吾吉参考人 いわゆる具体的な金額の話はしておりません。それで４点

要望しておりますが、遠足の話とそれから２番目のバスを利用した県内旅行に

ついては、県とは数字は出しておりませんが話はしております。３番目の教育

旅行の支援については今回が初めてでございます。これから県にも話を持って

いきたいです。それから、いわゆる社会保険料等の減免措置の検討についても

今回初めてであります。

○新垣新委員 この問題をぜひまた行政側と詰めてもらって、我々もプッシュ

して頑張っていきたいと申し上げます。

続きまして、ホテル組合に伺います。補償を具体的にお聞かせ願いたい。補

償がないっていう形と、もう一点、関東から６割来てるっていうことと、その

手厚い補償がっていう中身をもっと具体的に、またバス協会のように具体的に

伺いたいっていうことを伺います。
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○中村聡参考人 補償に関しましては、キャンセルチャージの問題等ございま

す。それと今回のように７月31日に緊急事態発令がされた後の、直近でのキャ

ンセル等に対しては我々も手だてが取れないっていうような状態の部分では、

これ数字として出すものっていうのが膨大な金額になるんで、逆に言うと具体

的な数字を出さずにお願いっていう形の中で、その認識を持っていただきたい

っていうのが一番大きいところです。それとあと60％の部分につきましては、

全体のシェア、全国の航空機の路線、ほとんどが幹線の部分が多くなるんです

けども、その収容人員から換算したときに、60％が関東のシェアっていうふう

に認識しております。

○新垣新委員 またこの問題も県、国等ともやって、ダメージがないようにぜ

ひまた頑張っていただきたい。我々もサポートしていきたいということを申し

上げます。

続いて、レンタカー協会に伺います。説明がないっていうすごい憤りみたい

な、私の肌感覚の捉え方なんですけど。もう一度具体的に教えていただけない

かなと思って。普通だったら説明すべきだよねっていう、こんな大事なものは

っていうものを、なぜなかったのかっていうものもちょっとお聞かせ願いたい

なと思って。緊急事態宣言する前の説明がなかったっていう形で、今メモの中

でですね。

○白石武博参考人 正確に言うと第１波の渡航自粛に関しては説明全くござい

ませんでしたし、今でもありません。緊急事態宣言、今回の７月31日の宣言の

前に―私のペーパーの最後のほうに書いてございますが、それについての意見

聴取はありました、２回ですね。それは新聞等でも、一度私の発言出ておりま

すけれども、その前の日は何とか頑張りましたけど、次の日はまた増えちゃっ

たんで、もうすぐ提案をひっくり返して、緊急事態宣言の発令、美ら海水族館

の閉館という話で出てきてますので、そもそもここに書いてあるように、どう

いう基準で、どういうインパクトがあるのか―公衆衛生が大事だってことは僕

もよく分かっております。ただ、これに対しての経済的なインパクトっていう

のを全く、恐らく経労委員の皆さんにも多分説明されてないと思いますし、私

になぜ説明がないのかというのをそれを聞きたかったんでここにいるというふ

うに。聞いていただければと。

○新垣新委員 レンタカー協会の、例えば今バス協会のように具体的な支援っ
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ていう形を県に、具体的な形で金額はなしとして提示すべきじゃないか、要請

すべきでないかってのはどうなってますかっていうことで。

○白石武博参考人 第１波のときが、基本的にマーケットのほうに渡航自粛要

請をしておりますけれども、我々業界のほうに休業要請はされておりません。

今回もされておりません。恐らく行政の考え方としては、業者に自粛要請をす

るとこれに補償がくっついてくるからっていうことで多分避けてるんじゃない

かなと私は思ってます。この件でいくと、これだけの数ですね、沖縄の単純に、

観光客の消費額約７万幾らという１人当たり出てますけど、単純に掛け算して

これだけ減った数を航空会社から聞いて、その分が売上げの減収ですという考

え方ですので―これは一部データ出てますけれども、それを補償できますかっ

ていったら、とてもじゃないけどそんな金額できっこないだろうということも

あるので、具体的な金額っていうのは出しておりません。ただ第１波について

は先ほども書いてるように、我々もこの病気のリスクというのが分からなかっ

たし、我々自身も対応ができてなかったということがありますので、それにつ

いては緊急事態だということは分かるんですけど、１波が終わって１か月間、

２か月間全く感染が出てなかったわけですね。出てなかったにもかかわらず、

何ら準備がされてないような感じで今バタバタしてる状態を見ると、これはコ

ロナのせいというより行政のせいじゃないですかって僕は正直思います。そこ

に対しての説明は第１波をしっかり総括した上で反省をして次に備えましょう

っていうことを我々もやってますし、行政の皆さんも一緒になってやっていた

だきたかったなっていうことで、これについては誠に残念だというふうに思っ

てますし、そこに対しての説明はぜひ欲しいというふうに思います。

○西銘啓史郎委員長 ほかの委員の質疑も受けたいんで、なるべくまとめてく

ださい。

新垣新委員。

○新垣新委員 総括的なまとめでしますので、お答えできる範囲で構わないん

で。すみません、今沖縄県が第５次補正合わせて1075億円の予算を出しており

ます。その中で観光等が約５億近く、今日またがってこの８団体に関して、私

は足りないと。大事なものが置き去りにされてないかって沖縄県の問題等に対

してね、感じてる部分があるんですけど、各団体の皆さん、答えられる範囲で

誰か総括的に答えていただけませんかっていう形で、もう時間がないもんです

から、すみません。この範囲内で終わりたいと思います。



- 31 -
R２.８.７-02

経済労働委員会記録

○西銘啓史郎委員長 今の質問は、補正で５億と1.7億、６億7000万あるんで

すけど、そのことについて今。

○新垣新委員 1075億円のうちの５億円しか、この関係各部の観光団体にです

ね、ついてないっていうこの現実どう思いますかっていう。もっと要求すべき

だと、こんな深刻な問題にねっていう形で、答えられる範囲内でいいですよ、

もう時間がないんで。

○中村聡参考人 まさにその辺が１兆6000億の経済波及効果に対しての５億っ

ていう、１企業が捻出しようと思えばできる程度の金額で終わらすこと自体が

理解を超えてるというところです。まず今回につきましては、コロナの対策、

少なくとも10億円以上は最低でも必要です。これは受入れに対してのガイドラ

インの部分です、最低ですね。それに対して今度は各施設、それから誘客、そ

の他の部分、そういったもろもろを含めても、50億から100億程度のレベル。

これが最低の妥当のところ、緊急事態だからこそ必要な金額としましてはその

部分の数字が最低レベルかなと認識をしております。

○新垣新委員 申し訳ないです。終わりますんで、この意見をぜひ県知事に直

談判して、この要請ぜひ伝えてほしいと、沖縄の大きなＧＤＰのこの経済、観

光が大きく３分の１占めてるっていうことも知事に強く要望を期待して、また

お聞かせ願いたいなと思って、質疑を終わります。

ありがとうございました。

○西銘啓史郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

大浜一郎委員。

○大浜一郎委員 お疲れさまです。今日の皆さんのお話を聞いて、ここに至っ

て皆さんから、各業界からいろんな話を聞くと、全く県の皆さんとのね、例え

ば行政とのいろんなすり合わせとか、いろんなものができてないなっていうの

がもうかなり露呈していて、私も皆さんと同じ業種をやっている者として、す

り合わせが全くできてないなって感じておりましたが、ここまですり合わせが

業界の会員の皆さんとされてないのはちょっとびっくりをしているのが今現状

です。それと本当に70％、90％、これは私は理解しますよ。現実に私も経験し

てますから。しかしながら、これに対するいろいろな対策の道筋っていうのが
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ね、ほとんど皆さんの業界とすり合わせされてないなっていうことがあるし、

今後じゃあこの中においてどのような出口戦略でもって、導線を引いていくの

かっていう話がされていないということは、今ちょっとびっくりをしています。

特に皆さんの業界の中で感じたことは、実は知事の記者会見、発表するときの

発表の内容ですよね。非常にこれは私も常に感じておりました。要するに保健

衛生の観点からのメッセージはするけれども、重篤者が何名で、軽症者が何名

で云々でこういう対策を取っておりますとかいうような言葉のメッセージとか

もないんですよね。だからそれは縦串ばっかりでね、メッセージを発してるん

じゃないかと私は思っています。だからこれ横串でね、きちっと皆さん、この

発表が皆さんにとってのイメージになってしまった、業界のイメージになった

りしたりするんじゃないかなと思ったりもします。特に観光施設の中で、この

記者会見の内容についても沖縄に行くのはもう怖いとかね、観光客は嫌われて

るんじゃないかというメッセージにつながれてるっていうのは非常にマイナス

ですよね。ですので、今後私たちもその辺のすり合わせをしっかりしながら、

次の導線をどうしていくかっていうことを、県議会のこの委員会としてもしっ

かりやらざるを得ないし、これやらなければ皆さんの業界が潰れてしまったら、

基幹産業が潰れてしまうっていうのに等しいわけですから。しっかりとその辺

の対応を、私たちもやりますけど、どうか皆さんからももっと大きな声をしっ

かり上げていただきたいと思いますし、今日の声をもう集約してね、しっかり

とまた行政とのすり合わせ、情報のすり合わせいうものをするように私たちも

支援をしていきたいというふうに思いますので、今後とも連携していきたいと

思いますので、よろしくお願い申し上げます。

以上です。

○西銘啓史郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

崎山嗣幸委員。

○崎山嗣幸委員 皆さんお疲れさんです。私のほうからは、先ほどもありまし

たが、渡航自粛が全面解除されてから50％回復したけれども、また相当な落ち

込みに入ったということで深刻さを感じましたけれども、前にホテル組合のほ

うから陳情が出されてる中において、県外から誘客が厳しい中において、県民

の施設の利用促進、食材利用促進とか、あるいは積極的な県内旅行、１泊運動、

それから地産地消推進とか等々陳情出されてまして、先ほどはバス協会のほう

からは、学生の県内旅行の推進も含めて期待されたがこれがかなわなかったと

いうことですが、この中において県は、県内旅行、そういったことに対して皆
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さんの要望に対して言ってるのは、第１弾でおきなわ彩発見キャンペーンで

６月に５億ですか、出して委託をしたと。それが第２弾で７月に、これで１億

ですか、出したということで、取り組んできたということで言われております

が、その課題が宿泊がメインとなって入込客が増えてないということと、それ

から、先ほどバスのね、修学旅行生のニーズに対象外になったということであ

りましたが、このおきなわ彩発見キャンペーンに対して皆さんの期待があった

っていうことも言われてるんですが、実際は陳情出されて、私が今述べた県の

取組に対して、これが一定程度、何ていうのか、評価っていうんかな、あるい

はまた改善するというんか、皆さん今言われたことについて、私たちが県に対

してどういうふうにそのことを含めて改善を求めたほうがいいのかなと思って

ますが、これホテル組合のほうから出されているものもあるし、またその他、

バスもその他も関連すると思いますが、その辺について、県が言われてるおき

なわ彩発見キャンペーンについての改善点というか、あれば聞かせてもらいた

いということ。１点だけ。

○小川吾吉参考人 おきなわ彩発見ツアーについては、私どもバス協会には全

く相談ありませんでした。私どもは驚いている次第であります。事実を申しま

すとそういうことになります。

○大城宗直参考人 観光施設側から申し上げると、前もって沖縄県からこうい

うことがあるという中で、観光施設に関してはどうにかひもづけをしてやって

いけるようにしてほしいというときに、その当時オープンしたんですが、スタ

ートが３日後だって言われて、その当時まだ閉園してるんですよ。そういう自

粛させられて閉園してる中で、いきなりスタート３日後で、これはもう完全に

我々は全く関係がないんだと。名前を見ると彩発見ということで、いわゆる県

民がリゾートに泊まってすばらしい経験をしたり、沖縄の観光リゾートを楽し

んだりっていうことであるんですけど、やっぱりいま一度やっぱり自然とか、

文化とか食事とか、そういうものにもやっぱり結びつけてほしかったなってい

うのが正直なところですね。

○中村聡参考人 この件につきましては、一番最初に、過去に１泊運動ってい

うのを我々運営させていただいて、一定以上の成果が出たものもあったために

ぜひともお願いしたいと。そのときには各自治体と共同でやっていただきたい

っていうお話までさせていただきましたが、ある日突然彩発見っていうのが動

き出しただけで、一切我々のほうでは内容が把握できておりません。これがな
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ぜ各自治体とっていう話をさせていただいたかっていうのは、団体が動くから

バスが使える。そういうふうな中での施設を回り、ホテルに泊まっていただく。

そうでなければ恩納村に泊まるのはもう必然的に分かってる話だったものです

から、それを避け横断的に全体的に動くためにっていうことでこの要望をさせ

ていただきまして、これに関しましては県のほうにもクレームをさせていただ

きました。なぜあのときに言った話で、実際那覇市のほうはそのための予算も

全部準備していました。なぜでしたって言ったら、あ、ごめん忘れてたという

一言でした。そういうふうな状況で、これ実際にぶっちゃけの話です。選挙の

ためのお金だったんだろうという話がいろんなところで出ております。ですか

ら、何のための選挙のお金だったのかよく分かんないんですけれども、経済を

そういう形でもて遊ぶことなく、ぜひともこの100億円以上の予算獲得にまた

いろいろと御相談もさせていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたし

ます。

以上です。

○白石武博参考人 丸が一つ小さいです、まず。５じゃなくて50でも本当は足

りないんですよ。4000億落ちてるんで。この理屈というのは、掛けたお金に対

して―ＧｏＴｏトラベルもそうですけれども、結局半額補助することによって

起こって、そこでの消費があるので、かけてる税金に対して約４倍ぐらい効果

があるっていう、なのでＧｏＴｏトラベルで、それとこの彩発見も全く理屈は

一緒ですね。したがって、この4000億だっていうのを戻そうとしたら1000億円

いるんですよ。そんなお金出ますかって言ったら出ないので、だからそこはお

金の丸の問題が１つですね。もう一つはそこだけ考えるんではなくて、もう一

つは、僕らも本来は、さっきもどなたかからあったように、安全・安心力って

いうのを高めていく。そのための投資が、僕らもみんな業者困ってて、さっき

バスの皆さんもいろんな、なけなしのお金をはたいて次亜塩素酸を買ったら、

途中であればやっぱり駄目だとか言われて、情報が非常に錯綜している中で、

みんなそれぞれ最大限の感染防止対策を講じた上でお客さんに来ていただける

ような体制をつくろうということで業界頑張りました。なのでそこが県とうま

くかみ合って動いてくれれば本当にありがたかったんですけど、そこは先ほど

大浜委員からもあったようにかみ合ってないっていうのは非常に残念ですし、

そこは何が原因かなっていうふうにずっと考えてるんですけど、やはり情報の

共有だと思います。

○崎山嗣幸委員 時間がありませんのでなかなか聞けませんが、午後から所管
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課が入りますんで、その課題について質疑をしたいと思いますので、頑張って

いきましょう。御苦労さんです。

○西銘啓史郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

中川京貴委員。

○中川京貴委員 今日は参考人の皆さん本当にありがとうございます。感謝申

し上げます。実は少しばかりこれまでの経緯も説明させてください。今日の経

済労働委員会を開催するに当たって、いろいろ話合いがありました。実は、緊

急事態宣言が15日まで行われてる中での委員会は果たしていいのかと。我々臨

時会も開きましたけども、委員会の中からは、参考人の皆さん方がどうしても

県議会に言いたいことがある。もう観光振興なくして沖縄県は潰れるよという

思いがあるんだろうと。もし皆さんがこういう状況の中では参加しませんとい

うことであれば中止にしましょうという意見をまとめて委員長が計らった結

果、今日の委員会だと思ってます。今日、委員会開けて僕は本当によかったと

思ってます。これは県議会の与党・野党ありますけども、党派を関係なく沖縄

の県経済をにらんだときに、経済なくして県はもちません。観光振興しかない

と思ってます。そういった意味では今日の参考人から意見を聞いて、これから

党派を乗り越えた形でしっかり頑張っていきたいなと思ってます。

そしてもう一つ、少し委員長から話がありましたけども、実は今日何名か委

員の方が休んでおりますが、決して新型コロナにかかっているということでな

くて、濃厚接触者の疑いがあるということでありましたが、ＰＣＲ検査、抗体

検査全て陰性で問題ないと。用心のために今日参加してないことだけは御報告

させてください。それともう一つ、先ほどありましたこれまで我々県議会、第

５次の補正予算を組みました。２月議会で補正予算組んだってのはこれまでの

県議会の歴史上ありません。それぐらい緊急性があったものだと思っておりま

す。補正予算組むたびに、そのたびに、観光関係者、レンタカー、バス、ホテ

ル、皆さんと意見調整はできてますかと聞いたら、やっていますという報告の

下の補正予算でありました。しかしながら、今日の意見交換の中では、なかな

かそういった面が浸透してないなと。我々はその都度、国がやるべき仕事は国

がやる、県がやるべきことは県、市町村、しっかりお互いの役割分担を持って、

これを乗り越えていこうというのが我々県議会の意思でありました。そういっ

た意味では、ぜひ今日皆さんに確認したいのは、しっかりとしたコロナ対策を

して、15日までは緊急事態宣言が発令されておりますので、15日以降はコロナ

対策をしっかりして観光客を受け入れるべきだという考えでいいんでしょう
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か。その確認だけお願いしたいと思いますが、よろしいですか。（「はい。」と

いう発言あり）その確認だけ取れましたので、あとはこっちでしっかり県議会

の中でやっていきたいと思ってます。よろしくお願いします。

○西銘啓史郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

仲村未央委員。

○仲村未央委員 今日は本当にありがとうございます。どの代表におかれても

ですね、非常に率直に、そして具体的にこの間の取組、課題についておっしゃ

っていただいたことに非常に感謝をします。ただそれだけではなくて、本当に

深刻な指摘がたくさん含まれていたと感じてます。沖縄は、先ほど来皆さんか

らも、また私たちの委員の側からもあるように、本当に皆さんの業界が最大の

売上げと従業員を抱えて沖縄経済を支えているというその認識で、今日いち早

くこうやってお越しいただいたというふうに思っているんですね。そういう中

で、特に４月30日から２か月余りに渡って、一人の感染者も発生させずやって

こられたという中に、大変な現場、現場の取組があったんだろうというふうに

思います。特に具体的には、飲食業さんのほうでアンケートというか、業界の

皆さんに配って、それからガイドライン、これ一つ一つ丁寧にチェック項目を

やって、抜き打ちまでやってということでありましたしね、バスもタクシーも

そうでしょう、もちろんホテルもそうでしょう。そういう中で、今日非常に深

刻だなと思ったのは、そのような皆さんのこの中で起こってきたその努力であ

り、その中から見えた課題でありね、それからむしろこうやったら感染は物す

ごくその動線も含めて防げるのではないかという希望もあったと思うんです

ね。こういったことを、県行政の側と意思疎通をする場っていうのは、どれほ

どこの間あったのか。先ほど事業一つ取ってもほとんどその意思疎通なく事業

のスキームができていたということをおっしゃっているので、非常にお返事は

厳しいことになるのかなと思いますが、こういった今日のような声を率直に行

政の側と交わす機会っていうのは、どのような場があるのか、あるいはないの

か、そのあたりをどなたかでもいいですのでお聞かせいただけないでしょうか。

○白石武博参考人 コロナの緊急対策については、５月から３回ほど我々業界、

主要な業界、ここにいるほとんどの皆さん、あとは医師会、それから医師会の

ほうからも保健医療部は参加していただいて、それで感染防止力を高めようと

いうことで、先ほど申し上げたような水際対策の強化と、それからお客様が移

動するので、どこで発熱をするか分からないんですけど、ホテルで発熱するの
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か、レンタカーで発熱するのか、バスで発熱するのか。その起こったときにど

う対処するかっていうときにどうしても時間の制限があって移動が伴うという

お客さんですので、定住者と違って。そこでストレートラインでＰＣＲ検査の

ところに持っていって、いち早く発見できるようにしてほしいというのがお願

いでやったんですけども。なかなかこの保健医療の皆さんと、我々現場のとこ

ろが意見がすり合わせのない状態のまま、６月19日を迎えるまでに何とか水際

対策だけでも強化をしようってできたのがＴＡＣＯだという認識をしてます。

出来上がったんですけど、実際そういうことで慌ててやってるもんですから、

新聞報道でもあるように、すり抜けたとかそのようなネガティブな話ばっかし

になって現実なかなか動いてないっていうのが現状だと思います。先ほど高山

先生の話もあったんですけども、第１波を総括すると県外在住者って４人しか

いないんですよ、居住地を見ると。143名の中で。あとは全員県民なんですね。

むしろだから県内の人が県外へ行って持って帰ってきてる例。それから県外の

純粋な観光客の方が持ってこっち来てる例っていうのが両方とも持ち込み例っ

ていうことで同じように扱われてる。結果、自粛要請をしたときに観光客イコ

ールコロナだっていう認識が生まれてしまったっていうのが、この情報の扱い

方と発信の仕方、これが非常に大きく問題になっていて、そこで僕らと公衆衛

生の皆さんとの認識のずれっていうのもそこで生じてるんじゃないかなってい

うふうに思ってるので、そこは完全に経済だけを優先すればいいというふうに

は私どもも思っていないです。なので、そこはもう少し各部署がきちんと密に

連携をして、例えばＴＡＣＯ一つをしっかりファンクションさせるということ

をとにかくミッションとしてやろうと。それからＣＯＣＯＡについては、全庁

挙げてやっていこうっていうことで我々観光業界も非観光業界も農業に至るま

で全部やってもらうようなことをして、沖縄はナンバーワンの感染防止力を持

ってるっていうところを示すプライドを出していくっていうことが、逆に言う

と―お金も大事なんです、お金もすごく今なくて困ってるんですけど、お金も

大事なんですけど、それと使うお金を上手に使ってそういうことを強めていく

のに、事業、あるいは予算というものをしっかり立てていって、基本的な連携

というのができるように、委員の皆さんでまた調整いただければというふうに

思います。

○西銘啓史郎委員長 休憩いたします。

（休憩中に、委員長から県との意見交換の回数について答えてもらいた

いとの指摘があった。）
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○西銘啓史郎委員長 再開いたします。

白石武博参考人。

○白石武博参考人 ビューローの中での副知事も入れての会議というのは、た

しか僕の記憶の中では４回ですかね。知事が入っているのは１回だけです。ビ

ューローだけでやったのが昨日初めてになりますけれども。ちょっと誤解のな

いように申し上げると、文化観光スポーツ部の皆さんは大変頑張ってると思い

ます、そういう意味では。あっちが頑張ってない、こっちが頑張ってるって話

じゃなくて、うまくかみ合わないことが本当に歯がゆくて、ここをどうやって

かみ合わせていただけるんだろうと。この庁の壁を越えて、サーモグラフィー

は企画部、運営は文化観光スポーツ部で、ビューローが受託。それで医療につ

いては保健医療部。ここがうまく回らないもんですから、結局どれ一つ取って

も駄目で、昨日もちょっと報告があったんですけれども、もう抗原検査のキッ

トは準備されてますと。あとは医療の人さえいればできますと、こういう話な

んです。たったこれだけのことで全然機能はしてないっていう、もうこっち側

ではこっち側で感染拡大してそういう状態じゃないっていうのも、逆に状況か

らすると分かりますけれども。我々の求めてるのは、第２滑走路ができて、こ

れだけ人流が高まってきて、県外はおろかこのコロナが収束した後に、我々本

当はこのコロナがなければもうオリンピックがあり、第２滑走路を使って大き

なアジア交流構想の開けていこうという話のこの瞬間に、実はこのコロナで気

づかされたことは、空港という大きなインフラに医療サービスがない、病院が

―病院というかクリニックですね、要するに医者が常駐して何かをできるとい

う機能がないっていうのに、つくづくこれが検査も含めた今の水際体制に対し

て欠落した点だったなというふうに気がつかされて、今ＴＡＣＯというふうに

言ってますけど、ここにＰＣＲ検査もできる。医師が常駐できるような仕組み

っていうのはこれ決してインフラの無駄ではなく、医療リソースの無駄ではな

いと僕は思います。今は人流が少ないんであれなんですけど。戻ってくる前に、

やはりリスク管理という意味合いから考えても、これはぜひ那覇空港、それか

ら石垣、宮古はどういう状況なのか物理的には分からないでんすけど。最低限

第２滑走路ができてる那覇空港については、まずは平常時に戻ったときに、台

湾含めてアジアに対しての玄関口ですので、日本としての。それを中心として

沖縄っていうのが伸びていくというのが、今与野党を超えた沖縄の絵面のはず

でございますので、そこに医療施設っていうのをどうしても設けようっていう、

そこはぜひこれは皆さん所掌じゃないかもしれませんけど、これは経済行為だ
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というふうに認識をして、ぜひ早期に実現していただければなというふうに思

ってます。

○東江一成参考人 県との調整がうまくいってるのかという話でありますけ

ど、いい例がね、先ほど話したように企画部、それから保健医療部、文化観光

スポーツ部という形でいろいろやってるんですけど、我々業界でもいろいろそ

ことのつながりで、もっと細かいことを調整して、我々からすれば県は県なん

だと、部ではないと、沖縄県は県なんだということで調整したいと。部長にも

お願いして、部長が参加できなかったら課長でも主任でも平でもいいからとに

かくよこしてくれと、調整したいからと。申入れして１週間たつんですけどい

まだにアポが取れない。今沖縄県は―大臣会うのも、一、二日でアポ取れるん

だけど、沖縄県庁の職員アポ取るのに１週間かかってもいまだに連絡来ない。

もうそういう状況であるってことは皆さん理解していただきたいなと。いまだ

に我々何の返答も来ないです。もう３回ぐらい催促してますけど。そういう状

況だというのはちょっと理解していただきたい。

○小川吾吉参考人 今のお話ですが、私も県の観光関係バス協会長としてです

ね、３団体、３つの会議の委員やってます。まず、新型コロナウイルスに負け

ない安心・安全な観光地づくりに関する対策会議と、さっき白石参考人が最初

言いましたように、最初の日は玉城知事も御出席いただきましたけど、その後

はなかったと思います。それからもう一つはコンベンション主催の沖縄ツーリ

ズム産業団体協議会と。それからこの間ありました観光振興計画アドバイザー

会議とありますが、ただこれみんな総論的な話でして、バスの問題について、

観光バスについての補助をしてくれとか何か言いづらいんですね。それで渡久

地部長がもう捕まらないんですよ。だからこの間も、先月の21日に経済同友会

の観光委員会に講師としていらっしゃって、長期の話をされてたんですが、私

はやっぱり当面の問題が重要だっていうので、今要望書を出したような話をい

たしましたけれども、そうしたら経済同友会の代表幹事に要望ばっかりしてっ

て怒られましたけど、ただ実際、県の幹部の方もお忙しいのはよく分かるんで

すが、なかなか御相談に乗っていただけないというのは、今東江参考人もおっ

しゃいましたけどそういうのが実情なんですね。だからそういうことで、ぜひ

お忙しいとは思いますけれども、そういう機会をぜひで捉えて御相談に乗って

いただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

○仲村未央委員 本当にその指摘をしっかり踏まえて、党派かかわらず、本当
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にこの委員会としてまた午後行政の側とも意見を交わしますけれども、特にこ

れは與座参考人から提起があったのかな、10月のインバウンドセミナーも含め

て、ここで掲げられてる本当にテーマ、これ本当に沖縄の観光、沖縄の形って

いうの、ここから発信するっていうことについて、そうなるようなやっぱり観

光行政挙げて取り組まなければいけないと思っていますので、今日の話本当に

限られた時間でしたけれどもしっかり生かしながら、またあと必要なことはぜ

ひ個別にもまた連絡を取らせていただければと思いますので、どうかよろしく

お願いします。

本当にありがとうございました。

○西銘啓史郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

翁長雄治委員。

○翁長雄治委員 お願いします。すみません１点だけ。翁長です。今日は本当

に長い時間ありがとうございます。当然経済とまたこのコロナの感染のはざま

で非常に苦しんでる部分がすごく聞き取れたなというふうに感じております。

その中で、今日鈴木参考人いらっしゃっているので、15日を明けると、自粛明

けを、僕もこれは継続してやるべきでないというふうには思っています。やは

り周りの飲食業の皆さんのお話を伺っている限り。そのためにはやっぱり、今

回松山が今非常に多いというような話が出てきていて、今2000人のＰＣＲ検査

を行って、結果が昨日、おとといぐらいで出ると思ったんですけどもまだ出て

なくて、今日、明日ぐらいには出るのかなというふうには感じておりますけど

も。あの辺りの、結局沖縄の今全国から見たイメージですね、僕ら側から見る

と観光客が持ってきてるというイメージを今県民が持ってるってのはすごく大

きな問題だっていうのは僕も認識してます。もう一つは、県外から沖縄を見た

ときに、沖縄にいたらコロナにかかってしまうんじゃないかというような、今

不安が広がっている部分もあろうかと思いますので、このあたりの対策をやっ

ぱりやっていく必要があるかと思うんですけども。そのあたりを、今どのよう

に考えて対策を―先ほど抜き打ちの検査があったりとかもありはするんですけ

ども、県に求める対策であるとか、一緒にやれる対策がどういったものが想定

されるかなというのを教えていただければなと思います。

○鈴木洋一参考人 昨日決まったんですけど、今日６時半から医師会のほうで、

私と社交業組合の那覇中央の400店舗を管轄してる伊波会長と高山先生とＰＣ

Ｒの責任者の方―多田先生ですか、一緒に、多分今日2000名の結果が出るとい
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うことで、それも含めて、我々ビラ配りとかいろんなのちょっと手伝ったもん

ですから、そういう意味でその報告と今後のどのクラスターの対策等の話合い

が今日あります。今、皆さんいろいろ、いろんな情報が行ってるんですけども、

正式な情報でいきますと、７月の中旬に歌舞伎町のホストの方たちが来てます。

これみんなホストの方が来てるっていっただけの情報なんですけど、実は昨日

正式に調べたら145名。145名一斉に松山に、キャバクラに入りました。だから

その辺は確かに移入例という形で持ってきた可能性もあります。その翌週に今

度は名古屋のホストの方たちが来てます。ホスト、ホストって言われるんです

けども、キャバレー、クラブに対してのお客さんにとっては非常にいいお客さ

ん、お金を使ってくれるお客さんなんで、それはそれで割り切れば全然構わな

いんですが、それに対してやっぱり従業員の方が非常に怖がって、やっぱり今

回ＰＣＲ検査相当受けに行ったっていう状況ではあるんですけど。ここは医師

会も含めて、社交業がやっぱりあそこは中心になるもんですから、社交業の方

のやっぱりガイドラインの認識がかなり違っているもんですから、検温をやっ

てないお店もたくさんありますし、そういう意味ではやっぱりもっともっと意

識を持たせないといけないということで今日もちょっと社交業の組合の方も呼

んで、やっていきたいなと思ってます。そういう状況です。

○翁長雄治委員 ありがとうございます。今日本当に夕方の会議を僕らも注視

してやっていきたいなと思います。今回県が認定ステッカーみたいなものをこ

れから発行していくというような話もありますけども、僕も先日ちょっと県の

ほうに聞き取りをしたら、正直言うと実効力がどれぐらいあるのかっていうの

がすごく不透明な形があって、これ本当に事業者の皆さんがそれを遵守してい

くっていうのをやらないと、このステッカー張ったところでこのクラスターが

発生するとかなってしまうと、余計にこの県民の皆さんまで出ていけなくなっ

てしまうというようなところありますので、県にも、僕のほうからも、実効力

を持たせるような形で、このお店は本当に安心なんだよというような、ちゃん

と少なくとも体制を取ってるよっていうところ見せていくためには、一緒にや

らなきゃいけないと思うところありますので、本当15日明けた以降、この２週

間でどれぐらい感染拡大止められるかっていうのを、今、今までのものが発症

して感染者が広がっていく部分だと思いますので、２週間明けた以降に一旦は

少しは数が収まる可能性はあるかと思いますけど、結局そこで同じようにまた

気をお互いに緩めてしまうと、また広がってまた自粛期間とかってこの繰り返

しになってしまうとそれこそもう目も当てられない状況が秋以降想定されます

ので、ぜひ皆さんにおかれても、ステッカーとかを活用する中で実効力のある
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形を、ぜひ事業者の皆さんの中で共有していただきたいなというふうに思いま

す。よろしくお願いします。

○西銘啓史郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

玉城武光委員。

○玉城武光委員 鈴木理事長、先ほどのＰＣＲ検査を拡大してほしいと、各地

域にって話、今の話非常によい話、情報が、こういう感じで、ホストが何名来

たという話はほとんど知られてないんですよね、この対策会議の中でも。だか

らそういうことで、そういう状況の中で、皆さんも大変な思いをしている。い

ろいろなところからいろいろ対策を取ってるんだけど、どういう対策を取れば

いいかという話を、今日医師会の皆さんとお話しするという話ですから。それ

と、松山でやったＰＣＲ検査を今、広げるということを要請したんですか、沖

縄県に。

○鈴木洋一参考人 まだ要請はしていません。今日の話合いで、どうしていこ

うか、沖縄市からも今ちょっと要望が出てますので、そういう部分で今日の話

合いになると思います。

○玉城武光委員 ぜひ今日の結果も含めて、県にも要請をして、皆さんが本当

に安心で安全なことを心がけているということを敬意を表して終わります。

○西銘啓史郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

大城憲幸委員。

○大城憲幸委員 ３点簡潔にお願いをします。１点目はホテル組合の資料５の

１、ホテル組合の調査の。それでこの中で、今後の見通しのアンケートを直近

取ってるんですけれども、今年度分は全てキャンセルっていう意見があったり、

10月以降は大きな動きが特になしとかっていう意見があったりするんですけれ

ども、その辺ちょっと簡潔に補足してもらえますか。先ほど言った修学旅行な

んかも、今のままでは全滅じゃないか、公立は全滅じゃないかっていう意見も

あるんですけれども、この資料の補足をお願いしたいっていうのが１つと。簡

潔に全部流しましょうね。２点目は、やっぱり先ほど来あるように、レンタカ

ー協会の白石会長が説明してましたけれども、県民と観光客の間に溝ができて

しまったっていうの、本当に私も感じて残念だと思います。そういう意味で、
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レンタカー協会資料の２の１で出している、やっぱり最終的にはＴｏｕｒＳｔ

ｙｌｅ、これを磨いていくしかないと思うんですよ。それでＴＡＣＯの話も先

ほどありましたけれども、医師がいれば少しはいいのか、我々議論しても、や

っぱり先ほどあったところは感じてるんですよ。ここは保健医療部だからとか、

ここは観光だからっての議会の中でもなかなか進まない。全体まで広げると時

間かかりますから、ＴＡＣＯの部分でいいんですけれども、やっぱりこの部分

はもう早急にこれやらないといけないっていう意見があればちょっと簡潔にお

願いします。そして３点目は、バスなんですけれども、やっぱり私もまずは県

内の子供たちの遠足なりそういう部分から早急に進めるべきだと思うんです

よ。それで先ほどあった北海道のものなんかは、一番密を避けるためには１台

分の定員を２台にするっていうのが一番いいのかなと思うんですけれども、そ

の辺含めて、県内で子供たちの遠足なり修学旅行なんかをバスを使ってやると

した場合の密対策っていうのは、今言った部分でいいのか、それ以外にもある

のかその辺簡潔に、この３点お願いします。

○中村聡参考人 こちらのコメント覧のほうに入っている内容ですね。これに

関しましては、あえて集計取らずに各施設から出てる現状の声を、生の声をそ

のまま載せさせていただいてるっていう状況で、ホテルによりましては日付変

更で、今１月から３月が前年比150％の修学旅行の予定もあれば、ほとんどが

消えたっていうところもありっていうことで、全く実施されるまで見えてこな

いっていうのが現状です。それとすみません、ちょっとこの場を借りてお話し

させていただきたいんですけども、今回のコロナ禍に関しての集計の状況で、

一番最初にお話ししたとおりに、ＰＣＲ検査に対しての陽性者と感染者ってい

うのは全然別物なんですね。これがごちゃごちゃになりながら情報がどんどん

発信されてる部分に大変な問題があります。それとＰＣＲ検査をやったからと

いってそれが100％ではないっていうことも、あんまり認識されないままで独

り歩きしている現状。それとあとは数を追っかけるがゆえに―これは観光入域

客数のカウントと一緒なんですけども、数を追っかけてたくさんだっていうこ

とを表現するためにどんどん出てきてるっていうことが一番の、今観光に対し

ての影響が出てる現状というふうに認識しております。ですから、この発想の

部分をひとつ変えていただきたいっていうことが１つ。それと沖縄県の職員の

方々大変頑張ってるんですね。もう本当にあきれるぐらい頑張ってます、実直

に。平時も緊急事態も同じだけ頑張ってるんですね。ていうのは何なのかって、

平時で今やらなきゃいけないことと、緊急事態で今やらなきゃいけないところ

の判断ができてないんです。ですから、平時でやってる通常の業務のプラスア
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ルファで緊急事態の仕事が入ってくるもんですから、彼らがパニックしてて当

然だと思います。それともう一つは、上司からこれをやりなさいって指示され

ます。受けた部下は必ずそれをやらなきゃいけないって信じ込んで動きます。

そのために、こちらからこういうことをやんなきゃいけないですよ、こういう

ふうにやらなきゃいけないですよっていう形でやったとしても、彼らは上司の

部分に対して絶対的にやろうとするので、じゃあ次のところに行きます、次の

ところに行きますっていうことで、業界の中の常識と、行政の中での常識って

いうのについて、物すごい乖離があるんですけど、それの調整をできる担当者

の権限がないんですね。それを上司に相談したら、お前何やってんだ言われた

とおりにやれよって言われた日には、余計彼ら動きようがなくなる。これが今

回いろんな部分で判断が遅れてる原因もあると思います。だから部局の横断的

な対応を含めた中では、今度はその行政の業務の在り方に対して、これすぐ変

わることはないと思うんですけども、平時と緊急事態に対してどうあるべきか

っていうのは考えていただかないと大変危険かなと。それのために危機管理シ

ステム基本法っていうのがあるはずなんですけど、今回危機が起こってもそれ

を見てないっていうのも、それに近い現象が起こってるかと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。

以上です。

○白石武博参考人 これまさしく多分午後、県の皆さんから説明あると思うん

で。そういうスケジュールだったんで、頭紙とフローチャートだけ。間に何ペ

ージもあります、実際。皆さんも御覧なってると思いますが、そういうことに

よって感染防止力、要するに持ち込こまれた場合、いかに早く捕まえて、ジャ

ッジをして、いかに早く隔離をするか。もう一つは、陰性判定であれば、どう

ぞゆっくりやってください、熱ある人はもう旅しないでくださいってのは、今

のこれから先のＷｉｔｈコロナの旅の常識ですよね。そういうことを逆に発信

をしていく。空港だけではなくて、私はホテルもやってますけど、ホテルの入

り口でもサーモグラフィー入れてます。どこもかしこもサーモグラフィーだら

けなんですよ。そこで引っかかったときにどうしてあげるんだと。先ほども申

し上げたように、発熱イコールコロナではないので、旅ごとにサーモグラフィ

ーやるんですけども、この時代だから皆さんお客様も納得してくれるんですが、

熱があるからってとっ捕まえて、コロナかどうか分からないのにずっと押し込

めるって、これは現実的ではないので、そういうことがちゃんと旅として機能

するようにいろいろ考えて作ったのがこのフローチャートなので、何とかこれ

がファンクションできるように、何が足りないのかっていうことを、やること
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を前提のアプローチをぜひお願いしたいなっていうことです。

１点だけぜひ直してほしいことが、情報の発信なんですけれども、資料の３の

１と２を御覧ください。３の１っていうのは、第１波から累積でずっと出して

るやつ、３の２というのは７月から、要するに第２波として捉えている現状が

よく分かるやつなんですけど、これ実は探しても出てきません、なかなか。こ

れ報道用です。僕何回探しても頭から入れなかったです。報道関係者の皆様に

はこれ出てます。一般の方はなかなか探せない、僕はリテラシーないのか分か

んないですけど、やってみたら分かると思うんですが、探せません。この状態

でいいのかなっていうのは本当に思います。これはまあいいです。これは自分

で作ったやつなんですけど。これは北海道の例です、３月からやっている北海

道がこれは知事室のほうで情報発信を毎日更新してます。これを見ると出てる

指標についての今の現状というのが毎日更新されます。この下のページはこの

間追加されたと思いますが、多分医療に対する圧迫率っていうんですかね、こ

れを出している表です。次のページは、全体の罹患状況と感染確認者とそれか

ら退院者、現在何人感染者がいるかっていうのが一遍で分かるようになってま

す。これは３月から北海道はずっとやっておりまして、これによって道民の皆

さん、それから北海道に訪れる皆さん、今北海道がどういう状態にあるのかっ

ていうのが一目で分かるように、非常に分かりやすいグラフになってますので、

ぜひこんな形でいいものは、感染先行地北海道ですから、いいものはどんどん

まねをして、より共感が得られるような仕組みにぜひ変えていただきたいなと

いうふうに思っております。これはこの部署の所管じゃないのかもしれません

けど、これ知事室のほうで北海道はやってますから、必ずしも保健医療部にこ

れをやれという話ではないと思いますので、ぜひこういうふうに改正してもら

ったほうがいいと思いますんで、これはあえて細かい話ですけどよろしくお願

いします。

○小川吾吉参考人 沖縄県バス協会は全国的な団体である日本バス協会のガイ

ドラインに上乗せ基準をつくってやっておりまして、日本バス協会のガイドラ

インも、これは日本旅行業協会、全国旅行業協会と相談して医療関係者も交え

たガイドラインです。例えば、沖縄のガイドラインにつきましては、まず出庫

時とそれからバスが帰ってくるときには消毒をしておりますが、どこかで中継

といいますか、待機するときにも消毒をするとか、それからガイドは、アナウ

ンスするときはできるだけ前を向いて座ってすると。本来はガイドさんはお客

さんに向かってやらないといかんのですが、可能な限りはともかく前を向いて

座ってやるとか。それから中の飲食は―今観光バスはサービスで飲物など出し
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てたんですけど、それはしないと。それからお客さんに対しては、いわゆるマ

スクの着用とそれから１回乗るときの手指などの消毒もあるんですが、さらに

もう一回乗るときも手指をちゃんとやってもらうとか、いろんな非常に重い上

乗せ基準をつくってやらせていただいておりますが、だから例えばさっき北海

道で１台45人でも、私は沖縄でそれやったら大丈夫だと思うんですけれども、

ただ父兄会の方々がなかなか納得しないとなればやはり２台でということにな

ると思うんですね。ただそうすると、沖縄の場合は１台７万円だとしても、２台

分の７万円をバス会社がそのまま負担するってのは大変難しいですね。だから

その分また利用者の方もそれを負担するっていうのは、今の現状ではなかなか

難しいんじゃないかと。ただそういう中で、やっぱり北海道でそういう教育旅

行についてのリスク低減と、だから北海道バス協会にも私昨日も電話しました

けど、１台でもガイドラインについては大丈夫なんだけど、ただそういう教育

関係者なり父兄会の理解を得るために、北海道庁はそういう制度をつくって、

11億円ですね、予算の範囲でやるということでありますので、ぜひ我々那覇バ

スなども７月の中旬、下旬にも大きな遠足があったんですが、それ２回ともキ

ャンセルになっております。だからぜひ委員おっしゃいましたように、北海道

のようなシステムをおつくりいただけないかなっていうのが要望でありますの

で、ひとつよろしくお願いします。

○西銘啓史郎委員長 以上で、参考人に対する質疑を終結いたします。

本日はお忙しい中にもかかわらず、ちょっと限られた時間で大変恐縮でした

が心から感謝を申し上げます。それから本日拝聴いたしました意見については、

しっかり午後の委員会審査においても十分生かしてまいりたいと思いますので

よろしくお願いします。ありがとうございました。

休憩いたします。

午後０時25分休憩

午後１時30分再開

○西銘啓史郎委員長 再開いたします。

次に、本委員会所管事務調査事項観光についてに係るＧｏＴｏトラベル及び

万国津梁会議費等についてを議題といたします。

本日の説明員として、文化観光スポーツ部長の出席を求めております。

ＧｏＴｏトラベル及び万国津梁会議費等についての審査を行います。

ただいまの議題について、文化観光スポーツ部長の説明を求めます。
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渡久地一浩文化観光スポーツ部長。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 ハイサイ グスーヨー チューウガナビ

ラ。

それでは、観光についてに係りますＧｏＴｏトラベル、万国津梁会議費等に

ついて御説明申し上げます。

それでは、ただいま通知しました説明資料の１ページを御覧いただきたいと

思います。

まず、ＧｏＴｏトラベルキャンペーンについて御説明いたします。

ます経緯・現状についてでございます。新型コロナウイルス感染症の影響に

より甚大な打撃を被った観光、運輸業、飲食業、イベント等に対する官民一体

型の需要喚起キャンペーンとして、国の補正予算で実施しており、総額約１兆

７千億円の予算規模となっております。ＧｏＴｏトラベルは、国内旅行を対象

に宿泊、日帰り代金の２分の１相当額を支援するものであり、支援額のうち、

７割を旅行代金の割引、３割は地域共通クーポンとして付与されます。上限は

１泊２万円、日帰りは１万円、連泊・回数制限はございません。なお、ＧｏＴ

ｏトラベルは、７月22日から開始されており、当面は旅行代金の割引のみで、

９月以降地域共通クーポンの付与が開始される予定となっております。県の対

応等。７月22日以降、空港での検査体制の拡充に取り組んでいるほか、旅行者

専用相談センター沖縄ＴＡＣＯを７月17日から久米島空港に、７月22日から宮

古島空港、新石垣空港に、８月上旬から下地島空港に設置し、水際対策の強化

に取り組んでおります。あわせて旅行者に対し沖縄ＴｏｕｒＳｔｙｌｅＷｉｔ

ｈコロナに基づく旅前、旅中、旅後の体調管理や新しい生活様式の徹底、アプ

リを活用した感染予防・拡大防止対策への協力を強く呼びかけるとともに、県

内事業者にガイドラインの策定・遵守の徹底を呼びかけております。県は、県

内での感染拡大を受け、７月31日に沖縄県緊急事態宣言を発出し、８月１日か

ら15日までの間、県をまたぐ不要不急の往来の自粛を県民に要請するとともに、

県外からの渡航について慎重な判断を求めているところでございます。

続いて、２ページをお開きください。

万国津梁会議について御説明いたします。

まず、設置目的についてでございます。沖縄21世紀ビジョンに掲げる目指す

べき将来像の実現及び新時代沖縄の構築に向け、さらなる政策の推進を図るた

め、知事が示すテーマに基づき、有識者からの意見を聴く万国津梁会議を令和

元年度に設置しました。令和元年度の万国津梁会議は、米軍基地問題、児童虐

待、ＳＤＧｓの３つのテーマについて会議を行いました。米軍基地問題に関す
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る万国津梁会議においては、辺野古新基地計画と普天間飛行場の危険性除去・

運用停止、沖縄米軍基地の抜本的な整理縮小に向けてなどについて、児童虐待

に関する万国津梁会議においては、子供の権利、子供の声、意見のくみ上げ等

について、そして、ＳＤＧｓに関する万国津梁会議においては沖縄らしいＳＤ

Ｇｓ等について、知事への提言または中間報告がありました。令和２年度の会

議テーマについては、令和元年度に引き続き、米軍基地問題とＳＤＧｓの会議

を実施し、加えて、昨年度の沖縄県振興審議会の意見として上げられた重要性

を増した課題、新たに生じた課題の中から選定した３つのテーマ、多様な人材

の育成、稼ぐ力及び海外ネットワークの会議を立ち上げて議論していく予定で

す。新規テーマ海外ネットワークに関する会議は、６名の委員に就任いただき、

第１回目の会議は既に７月28日に開催、ウチナーネットワークの継承と今後の

発展について議論しているところです。また、稼ぐ力に関する会議は、６名の

委員に就任いただき、第１回目の会議は８月下旬頃に開催予定、多様な人材育

成についても同様に会議開催に向けて調整中でございます。

説明は以上でございます。

○西銘啓史郎委員長 文化観光スポーツ部長の説明は終わりました。

これより、ＧｏＴｏトラベル及び万国津梁会議費等についての質疑を行いま

す。

なお、質疑・答弁に当たっては、挙手により委員長の許可を得てから行い、

重複することがないよう簡潔にお願いいたします。

質疑はありませんか。

新垣新委員。

○新垣新委員 お疲れさまです。質疑を行います。よろしくお願いいたします。

それではＧｏＴｏキャンペーンについて伺いますが、ＧｏＴｏキャンペーンの

前に、沖縄県が新型コロナ感染対策関連予算の中の観光の分野において、予算

が全体で１次から５次まで約1075億円。観光に対する分野が幾らだったんです

か。

○山川哲男観光政策課長 文化観光スポーツ部当初予算額93億1600万円に対し

まして、コロナ対策の計上といたしまして、41億8000万円余りを増額しており

ます。また一方、プロモーション系が厳しいというところで減額の補正の部分

もございます。それが２億4800万円余りありまして、差引き39億3200万円余り

の増額補正となっております。
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○新垣新委員 すみません、私が今聞いていることは、実は午前中観光８団体

の関係者に対して、何ていうんですか、支援金とか支援とか足りないものとか、

そういうのもあると思うんですけど、ほかのところには手厚くいって、調べて

みたら５億円しか支援されてないんですね、実は。もっともっと本当、他の都

道府県の事例も参考に、観光立県である沖縄県が、北海道と同様な形で支援す

べきではなかったのか、またあるいは、第６次補正予算でもこれを早急に予算

化に向けて取り組んでいくべきではないかと。今国が予備費を合わせて9000億

円近く捻出してます。そこを都道府県にまた割ると。そういう形で今困ってる

ところに、この観光、打撃があると。そういった観光団体等に支援していくべ

きでないかという形で、その間の意見交換をどういうふうになされてるのか、

この各種の関係団体各位に対してですよ。それを伺いたいと思います。

○山川哲男観光政策課長 まず予算の数字でございますが、５億円っていうの

は、おきなわ彩発見キャンペーンの第１弾の部分になっております。その後現

在展開しております第２弾のほうが１億5000万円あります。加えまして、安全

・安心な島づくり応援プロジェクトということで、一律10万円の協力支援金が

32億4800万円というふうに用意をさせていただいております。観光業界との話

合いにつきましては、新型コロナウイルスの感染拡大防止を主な議題といたし

ました各種の委員会、それから会合等で密に意見交換を行うとともに、また最

近でいいますと、沖縄観光の回復に向けた会議―第６次沖縄県観光振興基本計

画の策定に向けたアドバイザリー会議になってるんですけれども、その中でも

様々な意見交換をさせていただいております。

○新垣新委員 午前中ですね、実は物足りなさ、電話で終わらされた、様々な

意見が実はあったんですね。何ていうか、大臣とは１日２日でアポイント入れ

たらすぐ会えるけど沖縄県は１週間以上も返事がない、会えないというタクシ

ー業界の悲痛な声とか、観光関係者とか、様々な形でね。まず伺いますけど、

部長から。この対応っていう問題、タクシー協会関係者様々な形で、国はすぐ

会ってもらえるけど、沖縄県は１週間たっても返事がない。それはどういうこ

とですか。沖縄県の観光を大きく支えているこの関係各位に対して、対応とい

う問題を、誠意ある対応すべきではありませんか、伺います。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 委員のおっしゃったとおり、観光といい

ますのは言うまでもなく沖縄県のリーディング産業ということで、私ども部員
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はそういうつもりで誠意を込めて日々業務に努めているところでございますけ

れども、今おっしゃった事例が、どういった場面、シチュエーションでのこと

なのかというのはちょっと、今即座にお答えできないものですから、また改め

て今日出席していただいた参考人の方々とは、改めて意見交換するなどしてそ

のあたりのお話も伺いながら、また意見交換させていただければというふうに

思っております。

○新垣新委員 具体的に、タクシー関係者から電話あった課長、どなたか分か

りませんか。答弁求めたいんですけど、どうですか。タクシー関係から電話あ

ったって、これ文化観光スポーツ部でしょ。返事が来ないっていう、これ問題

ですよ、この対応は。

○雉鼻章郎観光振興課長 タクシー協会とのやり取りは、我々観光振興課のほ

うでやらせていただいておりまして、私どものほうとは担当者とそれから事務

局長の間でやり取りをさせていただいて、少し認識の違いがあるかと思うんで

すが、１週間返事がないというようなことはなかったかなというふうに思うん

ですが。

○新垣新委員 普通返事じゃなくて、会おうよと、こういう経営が厳しいから

っていうことで、会ってくれることもできなかったのか、伺います。ここだよ、

一番大事なところですよ、ここですよ、私が言いたいのは。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 このあたり課長でもなくその部下が恐ら

くやり取りはしてると思うんですけども、そのときに会うとか会わないとか、

そういった話があったのか、さらにそこはちょっと先方にお話を伺いながら、

また改めるべきところは改めていきたいというふうに思っております。

○新垣新委員 大事なことは、大臣とかそういった要請したい、アポイントの

約束ができた、沖縄県は１週間たってもアポイントの約束ができない。会おう

っていう意思表示してるんですよ、電話の話聞いてないんですよ、私は。入り

口から言ってありますよ、しっかりと。その問題今後改めていただきたいとい

うのを強く、強く申し上げいたします。

続きまして、沖縄に対する観光客、ＧｏＴｏキャンペーンも生かしながら、

北海道の参考モデルを参考人から頂きました。部長、北海道の道内の発生状況

っていうのを見たことありますか。あそこも観光が有名、1000万人超えてると
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ころなんですよ、沖縄と同じくらい。

○国吉悦子地域保健課長 沖縄県のほうもホームページとか、あと記者ブリー

フィング等で新規患者さんの数でしたり、あと居住地域とか、推定感染経路と

か、そういう情報は毎日情報を掲載しております。

○新垣新委員 各都道府県の努力もあって、軽症者、中等症者、重症者、数字

載っけてるんですよ。治った人はカウントに入れないで、新規感染者っていう

形でやってるんですね。そういう形で県民に分かりやすく、そして観光客にも

分かりやすく、これ観光に直結して沖縄経済に大きく寄与する問題だから、そ

こをしっかりと内部で調整してほしいんですよ。いかがですか、やれやれやれ

って多くの議員から言われて全く伝わってないっていうのがね。今回の参考人

招致で参考人の各種団体の方からも言われてるんですよ、県は。これで経済が

打撃するよって、打撃になってるんですよ。そこら辺の問題どういう、今後、

明日からでもいいんですよ、今日からでもいいんですよ、できませんか、伺い

ます。

○国吉悦子地域保健課長 今掲載している、表になってるんですけれども、入

院中の患者が何名とか、あと重症患者がうち３名とか、表ではお示ししてるん

ですけれども、あとリンクを張ってグラフ等に飛ぶような陽性者の推移とか、

そういうのは今掲載はしております。ただ、委員がおっしゃるように、分かり

やすく見せていく努力は今後ともしていきたいと考えております。

○新垣新委員 やってはいるって言うんですけど、今日すみません、持ってる

んですが、８月６日現在の重症者３名で軽症者、中等症者って書いてないんで

すよ、実は。これ今持ってるんですよ。だから今北海道を参考にして、いいも

のは参考にして、沖縄型に書き換えて、観光客にも分かりやすいように、ぜひ

ともこの問題今日からやってほしいんですよ。北海道のこれあげてもいいんで

すよ、見せても。今日からやってほしいんですが、いかがですか。

○国吉悦子地域保健課長 中等症とか軽症を特に掲載していないんですけれど

も、専門家委員の先生方の御意見も伺ったところ、結構変動するということも

ありまして、確定的な数字をなかなか日々押さえることがちょっと困難な部分

もありまして、あと病院のほうにまたその区分けをして出してくださいってい

うと今すごく患者さんが増加していて、医療機関もかなり医療者を集中しない
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といけない部分もありまして、中等症と軽症という区分けは少し難しいんです

けれども、また医療機関ともちょっと検討しながら、できるところは改善して

いきたいと考えております。

○新垣新委員 ぜひできるところはすぐ、北海道のように分かりやすく示して

いただきたいということを強く申し上げをいたします。

続いて、風評被害について伺います。先ほどの軽症、中等症と重症化と、そ

の問題の中で、マスコミの報道等、部長、これは部長ですよ。マスコミに対し

て、これ累計でいうところの誤解感っていうのもある。北海道のように新規感

染者っていう形のものと、軽症者は何名、そして中等症者は何名、重症者が何

名、そういう形で、コロナのかかった主な感染ルートっていうのはどういうも

のかと。これよく本土の―今関係者から、先ほど午前中聞いたんですけど、本

土の観光客を持ってきたっていう、どこで感染したのかとか、どこが危険だっ

たのかとか、そういうものをマスコミに県民に対しても分かりやすく書いてく

れないかと。経済の圧迫、経済疲弊してる、危機的状況に直面している、その

問題も分かりやすくマスコミにも、知事・執行部と一体感となって、書き方、

説明の仕方、そういうものを分かりやすく書いていただけないかなと、今風評、

風評、風評で誰も出てこない、全てが打撃になってるんですね、バスもタクシ

ーもホテル関係も、お土産も全てに。このままだと沖縄県経済沈没してしまう

可能性が高いもんですから。そこら辺の形を、経済の打撃を―もちろん健康が

一番、健康も守りつつ、この風評被害をどう、今できることを対策を打つのか

っていうの、そこら辺どう考えてますか、伺います。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 まさに委員おっしゃったように命も大事

ですが、一方で生活ということも非常に大事なところ、そのバランスをどう取

っていくかというのがまさに重要な課題だと思っておりまして、今の報道のさ

れ方といいますか、こちらから情報の提供の仕方が、果たしてその風評被害と

いったようなことに直接つながっているのかというのは、またこれは吟味しな

ければいけないところだと思いますけれども、そこらあたり、また部局間でも

意見交換をしながら、どういった形が望ましいのかというのは常に吟味をして

いきたいというふうに思っております。

○新垣新委員 大事なところを吟味しないといけないって言ったことを、まだ

県は現場で困ってる人の切実な意見、中身、コロナにかかった方々の問題を周

知してない、理解してないっていうものが今分かりました。午前中聞いて切実
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な、この経済の損失、痛手、そういうものを聞いて、もう一度部長、この８団

体と意見交換、じかに。まずは大事なことは、経済の疲弊、そしてコロナの感

染者に対する観光を、もちろん健康が一番、次に観光を広める、経済も２番目

に大事。そこをきれいに、丁寧に、風評っていうものを打ち消す、打ち返す対

策もやっていくべきじゃないかと思って、早急にこの８団体と部長中心に関係

各位お会いして、電話じゃないですよ、お会いして意見交換すべきだと思うん

ですけどいかがですか、部長、今一番大事なところ、ここ。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 委員のおっしゃるとおり、今の８団体の

参考人の方含めて意見交換というのはやらせて、私だけではなく知事、副知事

も何回か参加させていただいてやってはおりますけれども、その時々ごとに、

先ほど言いました命と生活の問題のそのバランスというんですかね。例えば今

でというと、かなり沖縄県でも感染が拡大している状況の時期もあるし、片や

渡航自粛が解除されて、比較的観光のプロモーションが進めやすい時期とかも

ございますので、その時々でうまくそのバランスというのが今何が適正なのか

っていうのを絶えず意見交換はやっていく必要が、委員のおっしゃるとおりあ

ると思いますので、今後ともその努力を続けてまいりたいというふうに思って

おります。

○新垣新委員 次に、時間がありませんので、万国津梁会議について伺います。

この万国津梁会議の成果、伺いたいと思います。

○前本博之交流推進課長 令和元年度におきましては、米軍基地問題、児童虐

待、ＳＤＧｓに関する会議を開催いたしまして、３つのテーマ全てにおいて、

委員から知事のほうへ提言が行われたところでございます。万国津梁会議の成

果といたしましては、いただいた提言を基に21世紀ビジョンの将来像を実現い

たしまして、新時代沖縄を構築するためさらなる政策の推進につなげていきた

いと考えております。

○玉元宏一朗基地対策課班長 米軍基地の基地問題に関する万国津梁会議につ

いてですけれども、令和元年度は４回会議を開催いたしまして、在沖米軍基地

の整理縮小について重点的に議論を行ってまいりました。そして年度末ですけ

れども、３月26日に在沖米軍基地の整理縮小についての提言を取りまとめ、委

員長から知事に手交がされております。この提言の内容につきまして、アジア

太平洋における近年の安全保障環境の変化ですとか、米軍の戦略の変化などの
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軍事的合理性を踏まえた上で、米軍基地の整理縮小についての議論を重ねて策

定をされたものとなっておりまして、沖縄県としましては、今後日米両政府に

要請するに当たり、重要な論拠の一つとして活用するとともに、県の政策や取

組に反映していきたいというふうに考えております。

○真鳥裕茂青少年・子ども家庭課長 児童虐待の万国津梁会議につきまして

は、意見書として８つの項目、例えば子供の権利とか、あと子供の声、意見の

酌み上げ、虐待の背景など８つの項目を提言いただきました。それを踏まえて、

各項目を条例のほうに反映をさせていただいた次第でございます。また施策に

おきましては、今後、子供の意見を聴取するシステムの構築だとか、あと民間

プログラムを活用した子供・親の支援等々に取り組んでいきたいというふうに

具体的に施策を考えております。早速ですけれども、万国津梁会議で意見をい

ただいた子供の声を、ＳＯＳをどう受け取るかという部分で提言いただきまし

た。特に最近の若年者妊婦等につきましては、電話相談よりもＳＮＳを使った

相談の設置がよろしいんじゃないかというような意見をいただきまして、今回

コロナの影響等の相談窓口という形で、８月１日より18歳以下の子供を対象に、

ラインの相談室っていうのを設置させていただいております。今後も提言いた

だいた内容につきましては、具体的に施策に落とし込んで対応していきたいと

いうふうに考えております。

○花城安博企画調整課副参事 ＳＤＧｓに関する万国津梁会議におきまして

は、沖縄らしいＳＤＧｓを中心に御議論をいただいたところでございます。令

和元年度には会議を３回、県民意見を収集するための円卓会議を１回開催し、

県民への普及啓発、大学、企業、各種団体等のステークホルダーとの連携の在

り方、ＳＤＧｓの17のゴールの各分野の動向や重要な視点など、様々な視点か

ら御議論をいただき、今年３月にはこれらの議論を踏まえて、知事に中間報告

をさせていただいております。本年度におきましては、前年度に御議論いただ

いた論点、中間報告を踏まえ、引き続き沖縄らしいＳＤＧｓについて御議論い

ただき、提言を取りまとめていただくこととしております。県としましては、

同会議において取りまとめた意見を各種施策の展開、それから新たな振計の検

討等に生かしてまいりたいと考えております。

○新垣新委員 すみません、この３つのテーマを絞っていって、この米軍の問

題、ＳＡＣＯ合意の問題で、提言書をまとめても中身も意味がないってことを

強く申し上げるとともに、次、万国津梁会議の中の虐待の問題、一番大事なこ
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とは全国で課題となっている親と子の親権の問題をどういうふうに守るか、虐

待死を防ぐか、その議論がありましたか。まず２点。３点目にＳＤＧｓの問題

も、この沖縄らしさのＳＤＧｓをどのような形で提言をしただけって言っても、

課題はもともと各省庁で決まってるんですよ。決まってるけど新しい変化も何

もないんですよ、実は。この米軍においても、日米安保の問題なんですよ、議

論してもどうしようもないんですよ。虐待の問題においても、これ課題となっ

ている問題で、現場で分かってるものだから、特に専門機関を巻き込んで、そ

こだけでやればいいんですよ。これ万国津梁会議で取り扱えるものではないん

ですよ、２点。そこをまず２点伺います。大事な問題ですよ、ここ。どうしよ

うもないのに何でこれ取り扱うかってことですよ。

○玉元宏一朗基地対策課班長 委員御承知のとおり、米軍基地問題につきまし

ては、ＳＡＣＯ合意も含めまして、日米安保に関連するところでございますの

で、日米両政府において合意をされて進められてるというものでございます。

そういうことで、この万国津梁会議の提言が、すぐに米軍基地の整理縮小につ

ながるかというと、すぐにいくというところでございませんので、我々として

は日米両政府にしっかりと働きかける際の論拠の一つとして、しっかり活用を

図っていきたいというふうに考えております。

○真鳥裕茂青少年・子ども家庭課長 ただいま民法のほうで懲戒権っていうの

がございます。懲戒権と親権の関係でございますけども、これにつきましては、

民法改正も踏まえて、国のほうで議論しているところではございます。条例に

関しましては、罰則をどう盛り込むか、盛り込めるのかどうなのか、これも真

剣に法律の専門家も交えて議論してまいりました。それに関しましては、やは

り地方自治法上、罰則を設けるにしても２年以内という制限がございますから

刑法よりも軽くなってしまう。それが果たしていいのかどうなのかという議論

もありましたし、また福祉的な視点からは、将来の家族の統合を考えたときに

どうなのかという議論があって、その辺については条例のほうに盛り込んでは

いないというところでございます。ただ子供の権利というのを盛り込みまして、

やはり親権と子供の権利のバランスをどう取っていくかっていうのは、これか

らの啓発活動で県民のほうに広く啓発していきたいというふうに考えておりま

す。

○新垣新委員 かみ合わないところもあると思いますが、これは万国津梁会議

の中で、基地問題は取り扱うべきでないと、日米安保の問題で。幾ら要望って
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いってもＳＡＣＯ合意は進んでるんですよ。これははっきり強く申し上げます。

先ほど言った虐待の問題、親と子の親権、子供の考え、親権っていうのも万国

津梁会議が取り扱うものでない。これ内部でこういったデリケートな問題やる

べき。あんなホテルなんか貸し切ってやるよりも。専門機関入れて２週間に一

遍慎重に慎重にしてこれやるべき課題ですよ。ぜひこれ強く申し上げるととも

に、さて質問変えますが、なぜ今年は委員に対して8000円に変わったのか、

8400円でしたか、日当が。去年はお幾らだったか、まず伺います。

○前本博之交流推進課長 昨年度につきましては、県の政策参与並みの業務、

例えば研究成果の発表ですとか情報収集、会議資料の作成、提言の取りまとめ

等、かなり内容的に重責なものがございまして、基地に関しては今年度も同様

な職責であるということで、金額は２万7000円、昨年度と今年度は同額となっ

ております。その他のＳＤＧｓ、人材育成、稼ぐ力、海外ネットにつきまして

は、各所管課において各個別事情を考慮いたしまして、通常の会合、いわゆる

総務部長通知に基づく8400円としておりまして、通常の会合でいう専門的な意

見の表明ということで、あと我々文化観光スポーツ部の所管している海外ネッ

トワークに関しましては、情報収集ですとか資料作成は、沖縄県の先進的な取

組でございまして、それは県のほうで対応できるということで、それは事務局

のほうで対応させていただくということで8400円としております。

○新垣新委員 この２万7000円は今何名が頂いていますか。基地関係って言っ

てるんですけど。伺います。

○玉元宏一朗基地対策課班長 ６名の委員でございます。

○新垣新委員 まず伺います。先ほども言いましたが、この日米安保っていう

ものが、ＳＡＣＯ合意、私は悪いものでないと思ってます。普天間を置き去り

にしていいのかっていう問題なんですよ。辺野古は新基地じゃありません、代

替施設です、普天間の。だからこれは万国津梁会議で取り扱うものでないって

いうことを先ほども言ったように、この６名に対しても２万7000円は、強く申

し上げますよ、税金の無駄遣いではありませんか、部長いかがですか。無駄遣

いですよ、税金の、県民の。

○西銘啓史郎委員長 休憩いたします。
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（休憩中に、委員長からこの件は文化観光スポーツ部の所管ではないと

説明があった。）

○西銘啓史郎委員長 再開いたします。

新垣新委員。

○新垣新委員 大変申し訳ございませんでした。課が違うということで、もう

私ははっきりこれ無駄遣いだっていうことを強く申し上げておきます。

続いて、徳森りまさんとの関係の中で会食した担当職員いらっしゃったと思

いますが、どういう指導・助言なされたんですか、伺います。例の、決まる前

の１日前の問題ですよ。

○前本博之交流推進課長 すみません、文化観光スポーツ部の職員につきまし

ては、例の会食の場面には誰も参加しておりません。

○新垣新委員 誰もいなかったってことですね。もう１点伺いますけど、この

問題がずっと長引いて、僕はよくないと思ってるんですね。県として、徳森り

まさんの出席を求める形の要請っていう形は、県議会でやっても拘束力がない

から来ない。県としても、そういった形の要請とか、何らかの形の説明責任っ

ていうのはどうなってますかっていう形は、所管の課でありますから、指導や

助言したことありますか、伺います。指導・助言、そういう言い方しかできな

いんで、強制力はないんで。

○前本博之交流推進課長 所管課としては、まず参考人招致に関する対応につ

きましては、県議会事務局におきまして、関係者への連絡調整を進めていたと

ころでございまして、我々執行部といたしましては、委託契約における委託者

・受託者の関係でございますので、特に県のほうから、我々のほうから出席の

可否について申し上げる立場にはないというふうに認識しております。

○新垣新委員 最後に、疑惑は県民から晴らされてないという問題に関して、

この問題、所管の課としてどう思いますか。

○前本博之交流推進課長 そういうこともございまして、昨年12月に住民監査

請求がございました。それに対して、今年２月に住民監査請求における結果も

出まして、監査委員３名全員から、契約に関して特に違法・不当のものはない
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というふうに意見を頂戴しておりまして、我々のほうもそういう意見いただい

ておりますので特に問題ないものと認識しております。

○西銘啓史郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

大浜一郎委員。

○大浜一郎委員 午前中の参考人のテレビは見られましたか皆さん。見られま

したよね。相当切実な思いで皆さんおっしゃってたっていうのを皆さんもお聞

きしたから、あまり細かいこと言いませんが、ＧｏＴｏトラベルは観光事業者

にとって最後の命綱だという切実な思いの下に皆さん日々営業されて、仕事さ

れて、雇用維持されているっていうことをもう一度皆さんしっかりと受け止め

てほしいと思うんですね。それでね、彼らがやっぱりお願いしたいのは、県と

のすり合わせが、基本的に各業界ともどもやはり個別にうまくいってないよと

いうことは、率直に皆さん頑張っているって参考人もおっしゃってましたが、

なかなか細かいすり合わせができないから実は先が見えないよねというような

ことを参考人の皆さんもおっしゃっていた。だからそこはすぐにでも改善でき

る話でありましょうから、真摯に向き合うということが必要だというふうに思

います。特に県の対応について、彼らが最も重要なことは、情報開示で大きな

問題があるというふうに思っていますよっていうことが非常に印象的でした。

それと業界に対して事前の説明がなくて、突然市場に対してのみ来県自粛をし

たりしたようなことも、多分彼らにとっては寝耳に水だったのかも分かりませ

んね。そういった問題で、皆さんとのすり合わせがかみ合ってないから情報の

行き来がなかなか難しいということを、皆さん今率直に今、どういうふうにお

感じになってますか、午前中のあれを見ながら。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 午前中の参考人の御説明、それから質疑

に関してはモニターで、全てではございませんけども見させていただきまして、

それぞれ立場はいろいろ違いがございますでしょうけれども、非常に厳しいコ

ロナ禍の状況でということを感じました。その中で今委員がおっしゃられた県

とのすり合わせとか、そういったことに関しては、私としては比較的今日集ま

っていただいた方々とは、直接会ってというばかりではないんですけど、電話

なりで、例えばフェーズが変わりそうなときとかについての御意見とか、これ

はメール等々でも伺いましたし、集めた意見をまた対策本部の中で紹介したり

とか、そういった形で吸い上げたと言ったらあれですけれども、すり合わせは

させていただいたというふうな認識でおりますけれども、ただ一方で、そうい
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った声があったということは、また真摯に受け止めまして、今後の―回数にな

るのかそれともやり方になるのか分かりませんけれども、業務の進め方に生か

していきたいというふうに考えております。

○大浜一郎委員 そういうふうに感じること自体ちょっとおかしくないですか

ね。すり合わせができてないからこういうふうないろんな問題が出てきてるわ

けですよ。もちろん話合いはしてるかもしれませんよ。これはかみ合ってるか

かみ合ってないかっていう問題で、回数とかね、云々という話じゃないですよ。

その問題をちゃんと引き受けて、それをどういうふうに改善していって、お互

いにキャッチボールするかっていう話なんじゃないですか。そこをしっかりし

とかないとまた同じことになりますよ。どうですか。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 ありがとうございます。そのすり合わせ

といったところがどういった意味なのかということも含めて再度、お互い立場

が異なりますので、そこのお互いの立場を埋めていくような努力をこれからも

引き続きやっていきたいというふうに思っております。

○大浜一郎委員 申し訳ない、立場の違い云々の話じゃなくて、本当にこの沖

縄県のリーディング産業を支えてる各種の皆様たちが今一生懸命やってる。立

場の違いなんていう言葉を使っていうこと自体が間違いなの。そうじゃなくて、

今の現状を本当に把握して、次をどういうふうに出口戦略、みんなで一緒にや

っていこうかということを示すのがあなたたちの仕事じゃないのか。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 おっしゃるとおり、文化観光スポーツ部

ということで、コロナ禍の影響で、確かに県民の命も大事ですけれども、一方

で生活、特にその中でもリーディング産業である観光というものに何とか一日

でも早く回復の道筋をつけられるように、ここは業界の皆様方の意見もしっか

り聞きながら前に進めていきたいというふうに思っております。

○大浜一郎委員 ぜひそのように、話合いのやり方とかポイントをちゃんと絞

ってここをまず改善して、プライオリティーつけて物事をどういうふうにして

いくかというようなことが僕は大事だと思うので、各種団体いろいろな問題の

種類が違ったりするんですよね。ですのでそこはそこで吸い上げて、関連する

部署もあります、これね、今回は縦串の行政で物事が解決できると思ったらこ

れ大間違いですよ。横串もちゃんとやらないと、各部との連携をしていかない
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と僕はこれ前に行かないと思う。ＴＡＣＯなんかまさしくそのとおり。皆さん

が設置してＯＣＶＢに行って、内容は保健医療部がやるっていうのは話の中だ

から、どこに何を言っていいのか分からなくなってきてしまって、水際対策が

どうしても後手後手になってるわけ。皆さんも経験してるでしょう。だから縦

串じゃなくて横串だけでもやらなきゃいけない、特に横串が大事だっていうの

は、皆さんがおっしゃってたけど、感染状況の発表の仕方、これを工夫してほ

しいというのが、皆さんの意見です。北海道の例も言ってましたけど、確かに

累計の数字ばっかり言って、もう退院された方までも累計で言って、これだけ

になりましたよと言ったら不安になるわね。今がこれだけで、どれだけ軽症者

がいて、今重篤者がこれだけいて、そしてこういう対策を取っておりますとい

うようなね。こっちでパネルやるんだったら、そういうパネルの工夫というの

が必要。これを見た人が沖縄行ったらちょっとやばいんじゃないか、僕ら歓迎

されてないんじゃないか、沖縄行ったらうつるかもしれないないんじゃないか、

そんなことをどうしても発表からは見がちになるんじゃないかなと。これはや

っぱり皆さんがおっしゃってた共通の課題なんだろうと思います。例えば、今

この部署でその話をしたって、発表するのは保健医療部だからという話になる

のかも分からないけど、そこは一工夫必要だなと僕は思う。やはりあの発表は、

縦割りの行政の発表であってはならないわけ、今は。ちゃんと横串をきちっと

入れて、ここのところに配慮したり、この辺はどういうふうにきちっと伝える

かというようなことを付した発表にしないと不安がらせるだけですよ。マスコ

ミもそういうことをきちっと書いてくれない。だからこそ不安があったり、住

民が変なワイドショー的な話でもうぐらぐらぐらぐらって心配になっちゃう。

これは県の発表が、唯一我々は信じられる発表に本当にしていかないといけな

いと思いますよ。どうですかその辺は。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 委員おっしゃったように、コロナに対す

るマスコミへの情報提供、あるいは県民への情報提供ということは保健医療部

の所管でございますけれども、今おっしゃったように、そういったこともござ

いましたので、例えばＴＡＣＯをつくったときには、観光業界の方々もちろん

ですけれども、そのときに我々文化観光スポーツ部もそうですけれども、保健

医療部の担当統括監も必ず出し、そして医師会からの意見も頂戴しながら、そ

こは横串を刺してやらせていただきましたし、ここは常にこういった場も含め

て、絶えずこのコロナの下での疫学的なこともそうですし、経済的なことにつ

いても両方で出して御意見を伺うというような姿勢をつくっていきたいという

ふうに思っております。それとＴＡＣＯに関しまして、確かにサーモグラフィ
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ーについては企画、その後のＴＡＣＯそのものの運用は私ども、そして医療体

制といいますか、そういったことに関しては保健医療部ということで、３つの

部で分かれておりまして、そこは多少３部の連携といったような声もございま

したけれども、一つは例えば、サーモグラフィーについて、今、ゲートの内に

設置するというような準備を進めておりますけども、なかなかそこが当初エア

ラインの側からすると安全性という問題があって、中だとなかなか厳しいとい

うようなことがあって、そこは調整に時間が手間取ってたとか、それから、今

看護師はおりますけれども、医師の配置ということでなかなかこれはＴＡＣＯ

だけではなくて、沖縄県全域で今医師が不足しているようなこともあってそこ

に配置するのも厳しいというようなことがあって、それがややもすると３部の

体制が、何ていうんですか、うまく連携取れてるのといったような疑問を抱か

せたところかもしれませんけれども、ただこれは今、先ほども言いましたけれ

ども、サーモグラフィーはゲートの中に設置をする準備が進んでおりますし、

それから抗原検査を那覇空港の中で、検疫所のお力をいただきまして、完結す

るような体制をつくるためにも準備を進めているところでございますので、そ

ういった形でまたそこは３部で連携して、またその情報の発信の仕方もあるん

ですけれども、そこをうまくやっていきたいというふうに思っております。

○大浜一郎委員 業界の話をするにしろ、ＴＡＣＯにしろ、水際対策について

も、まずプライオリティーをしっかりつけて部局間の連携をうまくしながら、

今何が一番大事なのというところから先にどんどん取り組んでいくべきだし、

そのために必要な補正予算は、僕は要求すべきだと思いますよ。どんどんそう

いうことはやるべきだと思います。今乗り切らないときちっと。とっても沖縄

は安全だなとか、水際対策しっかりしてるんだっていうようなイメージを県民

全員が持つこと、また訪れる人に思っていただけること。その辺のところをし

っかり取り組んでいただきたいなというふうに思います。

ちょっと質問変えます。万国津梁会議についてですけど、前年度の運営方針

と今回の運営方針の明確な変更点は何か。ある意味、２つの会議は委託して、

３つの会議は自分の部署で、各部署で行うというふうに変更されてるようです

けど。これまで全体会議を業者に委託することとした前年の運営方針との明確

な違い、その辺を少し教えていただきたい。

○前本博之交流推進課長 昨年度におきましては、まず一部テーマが未定の中、

複数課で所管することが見込まれておりましたから、運営自体をパッケージと

して外部委託することで会議運営の円滑化、効率化を図ったところです。また
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一部交流推進課が所管してないテーマがございましたので、これらを全て含め

て外部委託することで執行体制を担保したところでございました。今年度につ

きましては、年度当初までに５つのテーマが定まったことから、予算について

は各テーマ所管課へ分離して執行することといたしまして、文化観光スポーツ

部が所管する今年度の新規テーマであります海外ネットワークにつきまして

は、県系人を基軸とした沖縄県特有の先進的取組であるウチナーネットワーク

に係る国内外県人会の活動状況など、会議のための情報収集ですとか、資料作

成等に関しましては、我々県のほうで対応が可能でありますので、交流推進課

のほうで直接執行することとしております。

○大浜一郎委員 住民監査請求の中でもそのような話はされてますよね。最初

は複数課で所管する会議の運営業務をパッケージして外部委託することで、会

議の運営の円滑化と効率化ができたと。今回はそういう複数課でやるにもかか

わらず、かかわらずですよ、外部に委託しないことがよいというふうな運営方

針に変わったわけですよね。基本的にそういうことですよね。

○前本博之交流推進課長 まず、年度当初までに５つテーマ全て決まっており

ましたので、各テーマ所管課ごとにそれぞれの状況に応じまして、どういった

対応をするのか、直接執行するのか、委託するのかを判断することといたしま

した。ですので、各テーマ所管課ごとにそれぞれ判断した結果、企画部が所管

しておりますＳＤＧｓと人材育成につきましては外部委託、その他の３テーマ

につきましては直接執行という判断になった次第でございます。

○大浜一郎委員 だから複数課でやるわけじゃないですか。複数課で所管する

会議をパッケージにしたほうがいいというのが、外部委託したほうがいいとい

うのが去年。だからなぜこういうふうな方針に、運営がうまくいくような、こ

れで今年やろうとしたこのポイントを教えてくれませんか、明確な。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 今前本課長からも申し上げましたけれど

も、前年度は、当初３つのテーマが決まってたわけですけれども、それ以外に

もまた新たに入ってくるということも想定されましたので、それも含めて、何

が入ってくるかそのとき未定でございましたので、そうであれば１つの課でま

とめてそれはパッケージで持つ。ところが持ったその交流推進課というのは、

３つのテーマに関わるような業務をやっておりませんので、そういった専門的

な見地が必要だね、専門的な見地といいますか、そういう迅速に動ける体制が
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必要だねということで、外部委託をして効率化、円滑化を去年は図ったという

ことでございます。今回は、年度当初で５つのテーマがしっかり、しっかりと

いいますか、決まっておりますので当初から、それぞれごとの担当する課で、

そこはそれぞれの個別の事情に応じてどういった形態でやるかということを決

めたということでございます。

○大浜一郎委員 ちょっとなかなか苦しいなっていう感じがしますけど、これ

ＰＤＣＡで分析きちっとされてるわけですか、これ。

○前本博之交流推進課長 万国津梁会議に関しましては、我々交流のほうは総

括課ではありますけれども、それぞれ各テーマ所管課ごとに、そういったＰＤ

ＣＡは回して、どんどん改善して、どんどん施策に反映していくべきものだと

考えております。

○大浜一郎委員 ある意味あれですよね、全体の予算を下げるっていう意味で

しょ、基本的にはね。それは目的ありましたよね。多分そうでしょう。いろい

ろ指摘されたからね。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 繰り返しで恐縮でございますけれども、

去年は去年の事情がございましたので、一括して交流推進課で受けたというこ

とでございますけれども、今年度は当初から５つのテーマしっかり決まってた

ので、それに即した一番合理的なやり方はどうかというところで、各部で話し

合った結果、それぞれで執行したほうがいいということになって、今年度の執

行体制になったということでございます。

○大浜一郎委員 そうなってくると前年度のパッケージの在り方っていうのは

非常に曖昧過ぎて、分からないけれど予算をつけたって話になりますよ、これ。

でしょ。だから明確な方針転換の重要な点を聞いているのはそこですよ。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 前年度は、繰り返しで恐縮ですけれども、

３テーマ決まっていたけれども、それ以外にもテーマが加わる可能性があった

ので、それに即した一番いい合理的なやり方はどうかというところで、交流推

進課が一括してそれを受け、業務委託に出したと。去年は去年で適正なやり方

だったと思っておりますし、今年度は今年度の当初から５つのテーマが明確に

決まっているという状況の下、それぞれの担当課で、そのやり方とか、予算の
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執行の仕方とかということも含めて、それぞれで決定したということで、それ

ぞれの年度に応じた形で、合理的なやり方だったというふうに認識しておりま

す。

○大浜一郎委員 去年の予算と今年の予算の差ってどれぐらいありましたっ

け。

○前本博之交流推進課長 昨年度の当初予算額は2931万1000円。令和２年度、

今年度につきましては、2432万5000円が当初予算となっております。

○大浜一郎委員 質問変えますけれども、運営方針も変わったりして、自分の

部署で行う会議が３会議もあるわけでありますけど。そもそも論、万国津梁会

議のヘッドクォーターを文化観光スポーツ部がしなければならない根拠は一体

何なんでしょうか。各部署部署で予算上げてやればいいことを、何で文化観光

スポーツ部がヘッドクォーターとして動く必要があるんですか、予算計上する

必要があるんですか。

○前本博之交流推進課長 万国津梁会議は知事公約を踏まえて設置したもので

ございます。知事公約では、県に万国津梁会議を設置し、アジアをはじめ世界

各国との経済交流、文化交流、教育・人材交流などを促進します。世界のウチ

ナーンチュのネットワークを生かし、その活力を取り入れ、沖縄経済の自立的

発展につなげていきますとなっておりまして、こうしたことを踏まえまして、

まずは国際交流の観点からスタートすることとなりまして、文化観光スポーツ

部で所管することとなった次第です。

○大浜一郎委員 これは前の話でしょう。今年方針変わったのに何で今年もヘ

ッドクォーターをやらなければいけなかったのかなあっていう素朴な疑問で

す。最初から疑問はあるんですけどね。何で万国津梁会議っていう知事の肝煎

りを文化観光スポーツ部がやるのかと。これ国際交流だけじゃないですよ、い

ろんなものが入ってるじゃないですか。各部署でやればいいだけの話。

○前本博之交流推進課長 設置要綱がございまして、先ほど申し上げましたと

おり、そちらのほうに文化観光スポーツ部ということで所管が規定されており

まして、今年度につきましても、予算執行、管理につきましては交流推進課の

ほうで対応しておりますので、あとは万国津梁の精神ということで、交流のほ
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うがふさわしいだろうということで我々のほうで所管しているところでござい

ます。

○大浜一郎委員 この件はちょっと全くよく説明が分からないので、今後も引

き取って、させていただきたいと思います。私ちょっと時間が長くなるので、

これで終わります。

○西銘啓史郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

中川京貴委員。

○中川京貴委員 質疑をします。渡久地部長、先ほど質疑の中で、午前中の我

々委員の質疑に対して、参考人からのいろいろ話を聞いて率直な意見を聞かせ

てください。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 ちょっと先ほど申しましたけれども、参

考人の方々立場はそれぞれ違いますけれども、非常にコロナ禍の下で厳しい状

況にあるなということを率直な感想として持った次第でございます。

○中川京貴委員 渡久地部長、実は午前中で私が一番感じたのは、まず今日会

議に参加された全委員が質疑をさせていただきました、参考人の皆さんに。お

互いの向かうところは、共通点は一緒だと思ってます。コロナ対策をしっかり

しながら、県民の生命・安全を守ろう。しかしながら、沖縄の経済・観光はし

っかりやらなければ県経済は潰れてしまうという意見の方向性は一緒だと思っ

ていましたが、ただ御承知のとおり、今日も我々委員会、緊急事態宣言が発令

された中で委員会としてやっていいのか、臨時議会も含めていろんな議論があ

りましたけども、私の個人的な結論は、コロナ対策をしっかりやれば今日のよ

うな委員会も開けます。皆さんもコロナ対策をしっかりしながら業務をしてる

んじゃないでしょうか。今日、参考人からのいろんな意見を聞いたときに、皆

さんが共通認識を―僕は全員の意見聞きました、ＧｏＴｏキャンペーンももち

ろん、沖縄の観光を止めないでいただきたいと。15日までは知事が緊急事態宣

言を発令しておりますので、これは仕方ないと。15日以降は県と、もちろん議

会も市町村も連携を取って保健医療部も含めて、コロナ対策をしっかりして観

光客を受け入れていただきたいという要望がありましたが、部長の、皆さんの

所管する部の、率直な意見聞かせください。
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○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 私は観光を所管するところの部長とし

て、委員おっしゃったように、コロナ禍の感染拡大が緩和されたときには、そ

れは観光を再び回復基調に乗せるために精いっぱい努力したい。これは観光業

界もそうですし、委員の皆様のお力も借りながらそういうふうな形で進めてい

きたいというふうに思ってます。

○中川京貴委員 それであえて聞きますけども、私もこれ代表質問、一般質問

で今回取り上げられました空港の水際対策ＴＡＣＯの件で、再度確認したいん

ですが、当初の皆さんの説明と、今現在何か変わりましたか。例えば、空港の

水際対策によっては、設置については、恐らく企画部が担当してるのかなと。

文化観光スポーツ部、あるいはまた各部にまたがると思ってます、保健医療部

も含めて。今現在空港のＴＡＣＯについては、責任の所在というんですか、ど

こが携わってるんですか。

○真栄田義泰観光政策課副参事 那覇空港内のＴＡＣＯについては、当初看護

師を配置して問診をしてという流れであったんですが、現在の委員おっしゃる

とおり、サーモグラフィーについては企画部、先ほどの部長からもありました

とおり、ＴＡＣＯ機能の強化を図るため、今外にあるサーモグラフィーの熱感

知体制を、中のほうに持っていくことを検討しております。またさらに両方で

すが、また外のほうでももっと効率的に捕捉ができないかっていうことで、サ

ーモグラフィーの位置についても両方で検討しながら進めていくというところ

で、サーモグラフィーの感知の部分ではそういうふうになってます。空港内で

の検査体制については、当初は看護師の問診に基づいて、それにコロナウイル

スの関連の可能性がある熱感知者に対しては保健所に連絡してつないでいたと

ころを、現在では那覇検疫所の中で、抗原検査とかＰＣＲ検査ができるような

体制を整えようと今取り組んでいるところであります。

○中川京貴委員 私も現場視察をして、県の職員から説明を受けましたが、当

時、その熱を感知した場合、たしかコンベンションビューローですか、が管理

してたと思うんですが、なぜコンベンションビューローが管理するに至ったの

か経緯について聞かせてください。

○真栄田義泰観光政策課副参事 ＴＡＣＯの運営については、沖縄コンベンシ

ョンビューローに委託をしております。それでそのときの一般スタッフの募集

をかけてたんですが、まだ募集の決定、人材の確保まではつながらなかったも
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んですから、当面の間はコンベンションビューローの職員で対応してたかとい

うふうに考えております。

○中川京貴委員 私が聞いてるのは、なぜコンベンションビューローに委託す

ることになったのか、コンベンションビューローがやりたいって言ったんです

か、それとも県が押しつけたんですか。どういったいきさつがあったかって聞

いてるんです。

○真栄田義泰観光政策課副参事 これは、観光客の危機管理の観点からコンベ

ンションビューローに頼むことにしております。

○中川京貴委員 観光客の危機管理はコンベンションビューローの業務に値す

るっていうことで、判断なんですか。

○真栄田義泰観光政策課副参事 ＴＡＣＯの委託業務は、旅行者の安全・安心

アクションプログラムに基づいて、県、市町村、沖縄観光コンベンションビュ

ーロー、地域観光協会、観光関連業者等と連携して実施するものとしておりま

す。同アクションプランは、沖縄県の観光危機管理基本計画及び沖縄県観光危

機管理実行計画などを踏まえて策定されたものです。当該実行計画において、

ＯＣＶＢは以下の理由から取りまとめ役として位置づけられております。まず

１つ目は、県の観光推進母体として各種観光施策の実施に取り組むなど旅行者

が必要とする観光に関する知識・ノウハウを保有している、コンベンションビ

ューローがですね。ＯＣＶＢは多数の県内観光事業者等を賛助会員として、さ

らに定期的に観光事業者等と連絡会議を行うなど、観光業界に広いネットワー

クを有している。あと、台風時においても台風時観光客対策協議会を長年運営

してノウハウを蓄積しているという理由で、ＯＣＶＢのほうに運営を委託して

いるところであります。

○中川京貴委員 ということはＯＣＶＢのほうが専門職にたけているというこ

とで理解してよろしいですか。

○下地誠観光政策統括監 ＴＡＣＯの体制についてはコンベンションビューロ

ーに委託してますけれども、看護師さんと一般事務という形で運営しておりま

す。看護師については、我々と保健医療部の職員さんと、採用に当たっても一

緒に採用しましたし、また、指導に当たっても保健医療部のほうで指導すると
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いう形で御一緒にさせていただいております。

○中川京貴委員 委託料は幾らですか。

○下地誠観光政策統括監 今すぐ空できれいな数字言えませんけれども、現在

看護師さんが８名で一般事務がお二人、離島のほうで―大浜委員とかよく御存

じだと思うんですけど、八重山、宮古、さらには宮古の下地島、さらには久米

島、これら全部合わせて３月31日まで現在で、２億円ほどの予算で執行する予

定でございます。

○中川京貴委員 コンベンションビューローの那覇空港の委託。

○真栄田義泰観光政策課副参事 那覇空港の部分については、１億4300万円程

度になっております。

○中川京貴委員 質疑もして答えていただきましたが、なぜこの質問したかっ

ていうと、やっぱりＯＣＶＢが専門職としてやってると。私が現場行って聞い

たら、このサーモグラフィーにいる職員はコンベンションビューローの職員で

すか。

○下地誠観光政策統括監 一番最初に戻って説明させていただきます。当初サ

ーモグラフィーを設置したときに、空港自体は企画部の交通課のほうが見てお

りますので、４月の頭でしたか、設置したときには企画部の交通政策課のほう

で、サーモグラフィーを出口のほうに設置して、空港ビルさんのほうに委託し

て、そちらから人を雇われてサーモグラフィー、今でもそれは実行されてます。

ＴＡＣＯのほうは、我々観光に関わるという視点が強いということで、文化観

光スポーツ部のほうで予算を立てて実行させていただいております。

○中川京貴委員 サーモグラフィーにいる職員は警備会社じゃないんですか。

○下地誠観光政策統括監 企画部の交通政策課が空港ビルさんのほうに委託を

されて、そこで警備会社さんにお願いしているっていう話は聞いております。

○中川京貴委員 私現場視察したとき、警備会社の人が、もし37.5度の熱が発

覚した場合には電話をしますと、そして熱がある方はＴＡＣＯの事務所には行
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きませんよね。そこから外にある車までこの警備員が案内をして、そこに看護

師さんが車に乗って問診をすると。そしてそこの判断によってはそのまま保健

所のほうに行くという説明を現場で受けたんですよ。当時はそうでしたけど、

今現在においては、国内線のところの、さっき説明があったところで、ＰＣＲ

検査、いろんな検査が受けられるという説明でありましたが、じゃああの事務

所には何名人がいて、事務所の役割はなんですか。

○真栄田義泰観光政策課副参事 ＴＡＣＯの事務所のほうに看護師さん２人、

一般事務スタッフ２人、４人で対応しております。看護師さんが８名いまして、

今、２交代制を取っております。まず８名を３グループに分けて、１グループ

が前半、朝から昼―早番、２グループ目が遅番で、１グループは休み。それを

３交代で回してる体制を取ってます。

○中川京貴委員 看護師さん２人で問診するんですか。問診は１人で、１対１で

問診をしていると聞きましたけど。

○真栄田義泰観光政策課副参事 ＴＡＣＯの機能として、旅中での発熱者の対

応も電話でかかってくることもありますので、１人は確実に事務所にいること

にしてます。もう１人が問診等で対応したときに、事務所に電話かかったとき

の対応のために２人でやってます。問診は一般スタッフが、サーモグラフィー

のほうから車のほうまで案内していって、そこで看護師さんと待ち合わせして、

体制的には看護師さん１名、一般事務スタッフ１名の２名体制で問診をやって

おります。

○中川京貴委員 分かりました。この件は引き続きやりますけども、その結果

の成果について聞かせてください。設置したこれまでの成果について。

○真栄田義泰観光政策課副参事 ＴＡＣＯのこれまでの実績は、６月19日から

那覇はスタートしております。８月２日までで、空港でＴＡＣＯ看護師による

検温で37.5度以上発熱があった旅行者は11名、うち問診の実施は10件です。あ

と保健所にＰＣＲ検査につないだ案件は２件となっております。

○中川京貴委員 今サーモグラフィーは、降りるときと乗るときもやってると

思ってるんですけども、今後中のほうに設置するとなるとこの取扱いはどうな

りますか。警備会社も中に入って、そして出てくるときにはこの警備員と一緒



- 70 -
R２.８.７-02

経済労働委員会記録

に出てくるんですか。今後の対策を教えてください。

○真栄田義泰観光政策課副参事 まさに今検討中でありますが、到着口のサー

モグラフィーの場所について、中で検討しておりまして、中の手荷物受取場の

ほうのゲートに近いところにサーモグラフィーを設置して、そこで発熱を感知

した方は、近くの自動ドアのゲートまで案内して、ＴＡＣＯの職員がその外で

待ってて受渡しをするっていうオペレーションができないかっていうことを今

検討中であります。

○中川京貴委員 これは、これまでの経緯を踏まえた上で、そのまま無視して

スルーさせないための対策として理解してよろしいでしょうか。

○真栄田義泰観光政策課副参事 これまでサーモグラフィーの水際対策につい

ては様々な御意見がありましたので、捕捉率を上げるというところの観点から、

こういった対策の検討を進めているところであります。

○中川京貴委員 分かりました。ぜひその水際対策をしっかりして、今日午前

中にも話がたくさん出ましたが、ぜひコロナ対策、これをすることにして、や

っぱり県民が不安に思ってるところをしっかり安全対策をして、県ももちろん、

また各種団体も市町村も一緒になって努力してるんだっていう姿勢を示せば、

私はこのコロナ危機、経済危機を乗り越えることができると思いますので、ぜ

ひ御尽力を、一緒に頑張っていきましょう。

もう一つは、少し話変わりますが、梨の木ピースアカデミーついて少し。こ

れは事前に、質問取りのときに言いましたが、この依頼メールについて、本会

議でもしっかりあったということでしたが、この依頼メールについて提出お願

いしましたが準備できてますか。委員長は事前に要請してありますので、もし

あれば提出させてください。

○西銘啓史郎委員長 休憩いたします。

（休憩中に、執行部から挨拶文は準備しているが、依頼メールの提出要

請は受けていないため、後ほど提供すると説明があった。）

○西銘啓史郎委員長 再開いたします。

中川京貴委員。
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○中川京貴委員 資料要求、委員長よろしくお願いします。

○西銘啓史郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

仲村未央委員。

○仲村未央委員 今の現状、動向聞きたいんですが、エアラインの動向、それ

からキャンセルの航空便、あるいは宿泊、このあたりの把握についてお尋ねい

たします。

○山川哲男観光政策課長 航空会社の予約状況についてお答えいたします。沖

縄に発着しております主なエアラインから情報を収集したところによります

と、予約数の前年同月比におきまして、令和２年７月から10月にかけては、お

おむね４割台で推移をしておりますが、ＧｏＴｏトラベルの対象地域から東京

都が除外された７月中旬以降は、当該数値は若干低下している状況となってお

ります。

○仲村未央委員 減便もありますか。

○山川哲男観光政策課長 減便もございます。数値については今手元に資料が

ないので、減便しているという事実だけお答えさせていただいて、後で資料と

いうことでもよろしいですか。

○仲村未央委員 できれば急ぎその確認も、この今日の委員会中にもらえたら

と思ってるんですが。特に予約状況は回復の途上にある中だったはずなんです

が、かなり厳しい影響が出始めているのかなと思いますけれども、減便ってい

うのは、これは決まってたものがなくなっていくことなので、ＧｏＴｏキャン

ペーンが始まる中で、通常なら減便っていうのは考えられないと思うんですよ

ね。これはどうしてそういう影響が出てるというふうに思われますか。

○山川哲男観光政策課長 やはり大きなところといたしましては、県内におけ

る感染状況の拡大が旅行者マインドのほうに影響を与えているのかなというふ

うに認識をしております。

○仲村未央委員 先ほど、今ちょうどＴＡＣＯの体制のことで、課題について
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やり取りがあったところなんですけどね。これをフルで動かそうとする、その

理想的なそもそもの体制っていうのはどういう体制だったんですか。

○真栄田義泰観光政策課副参事 コロナの状況の中で観光回復を図るために

は、まず、沖縄県が安全・安心であるということを県内、県外にアピールしな

いといけないっていうところから、官民一体となった会議でアクションプラン

を策定しました。アクションプランの中に一つＴＡＣＯというものがありまし

て、ＴＡＣＯのほうで、水際対策とあと観光客に関する感染対策を強化してい

くというのが主な取組として計画して実施している状況であります。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 ちょっと補足させていただきますと、理

想的なものというのは、これはそれぞれいろいろ意見がございましたので、最

初からこうだと決まってはございませんでしたけれども、先ほど副参事からも

言いましたとおり、観光業界とそれと県とそれから一方で医療界の疫学的な意

見も下にやったんですけれども、その際にやっぱり観光業界からは、できれば

空港の中で医師が常駐するような形が望ましいのではないかというような声も

ございまして、何が理想かといったようなことはそういった話合いの中から今

のような形―看護師は常駐しておりますけれども、そういったようなことにな

ります。

○仲村未央委員 お聞きしたいのは、要は本来ここには医師を置く、看護師を

２名置く、事務員を２名置くっていう、普通は決めてからいついつまでに間に

合わせる。そしてこの体制が、もちろんこれを実施するときには整っていると

いうことが普通前提で物事は始まるじゃないですか。今の話だと、結局、実施

を決めた、はい今日からスタートっていう段階では、もともと足りない中でス

タートしたのか。やりかけの途中で今まだあるんですか。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 意見交換をする中で、医師の常駐という

のは必ずしも現実的ではないのではないかといったような声がございましたの

で、ではただ医療界が全く空港の中にいないというのもまたこれはちょっと合

理的じゃないということがあって、看護師をじゃあ配置して、先ほど言ったよ

うな体制で始めましょうというところを決めて６月19日からスタートしたとい

うことになっております。

○仲村未央委員 保健所との連携体制っていうのは、どういうふうにスキーム
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を持って入っていったんでしょうか。

○真栄田義泰観光政策課副参事 保健所の連携ですが、空港内のＴＡＣＯの役

割としては、先ほど言ったサーモグラフィーのほうでまず発熱の感知をします。

そこでＴＡＣＯのほうにつないで、非接触型体温計によって再度体温測定しま

す。37度５分のある旅行者については、先ほどのワンボックスカーのほうに移

動していただいて、そこで看護師による問診をします。問診の結果、これはコ

ロナの可能性が高いっていうふうに看護師さんのほうで判断した場合、そこか

ら看護師さんのほうが保健所のほうに連絡をします。保健所の保健師さんのほ

うに事情を伝えて、保健所のほうがこれはちょっと指定医療機関に受診を受け

たほうがいいという判断があれば、指定医療機関のほうに検査につなげるとい

う仕組みにしております。

○仲村未央委員 おっしゃってる仕組みは、バッチリ整ってからこれは実施に

入っていきましたか。まだ課題がありますか。

○真栄田義泰観光政策課副参事 ６月19日に那覇のＴＡＣＯがスタートしてお

ります。その際には看護師は３名ですが、常駐１日フルで常駐することができ

ておりますので、その体制は最低限の体制は取れてたというふうに認識してお

ります。

○仲村未央委員 なぜこのことをあえて聞くかというと、今コンベンションビ

ューローのほうに業務委託をされているようなんですけど、実際にはこの事務

員と言われる先ほど２名で常駐してますっていう方々、これが事務体制が整っ

ていないようで、どうもコンベンションの管理職が今入れ替わり立ち替わりそ

こに常駐する体制でまさに事務をやってるということで、本来であればそうい

った事務体制も含めて、整ってスタートするっていうのが非常に大事だったか

なと。このままではやっぱりコンベンションビューローも本来のもちろん、最

も今観光の業界の皆さんのいろんな取りまとめも含めて、業務もあるでしょう。

もちろん緊急事態ですから、ここが一番の今腕の見せどころなのかもしれない

けど、果たして本当に事務員が今いないままで施行がされてるっていうことに

ついては、これがベストじゃないというか、そもそもやっぱりちょっと間に合

ってなかったのかなっていう感じがするんですが、それは間に合っていない中

でもう実施せざるを得ないところに来ちゃったのか。それとも、これだけの急

な感染拡大の中で、人を雇うにも誰も成り手がもう来ないというこんな状態に
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陥ってしまって、こうなってるのかね。要は、６月19日からは県をまたぐ移動

が再開されたわけですよ。そういう意味では、ここがよーいドンで、沖縄もピ

ークのハイシーズンというか、に入っていくわけですよね。それはどこの県よ

りも、恐らく非常にその体制づくりっていうのは、特に４月30日以降感染がな

かったときから、この体制づくりっていうのは非常に皆さん注力してきただろ

うし、そういう意味ではここに間に合ってないまま発車せざるを得ない、まだ

まだ準備が相当時間かかったのかね、よく分かんないんですよ、だから今のこ

の起きてる状況が、後手後手だったのか。そこをもうちょっと整理して聞きた

いんです。

○下地誠観光政策統括監 委員おっしゃるとおりで、我々もできる力を振り絞

って頑張ったつもりでおります。５月20日に対策会議、観光業界、医師、関係

者、保健医療部、我々が入って初めての会議をしました。そのときに知事も出

てもらって、事の重大さを知ってもらった上で始めたんですけれども、その20日

に初めて６月19日に全県的な行き来ができるというまでの短い時間で会議を何

回も重ねつつ、意見も聞きつつ、ＴＡＣＯの体制で取り組もうとなった時点で、

その前から募集はかけてるんですけれども、なかなか医療従事者の応募がない、

併せて事務員の応募がないという中で、19日には３名の看護師さんと、実は我

々県職員が最初は出張っていって代わりばんこに行きました。７月になって看

護師さんも増えてきました中で、県議会のせいにして恐縮なんですけれども、

議会が始まるというタイミングになって、ちょっと本庁でも対応できないとい

うことでコンベンションビューローさんに相談して、コンベンションビューロ

ーさんも管理職でっていう話で、頑張りながら、少しずつ体制つくりながら進

んできたという状況にございます。今事務員さんについてもある程度整って、

人数今正確に言えませんけれども、ある程度人数は入ってきてるというふうに

聞いております。

○仲村未央委員 部長になるのかな、お尋ねしたいんですが、このＷｉｔｈコ

ロナの沖縄のスタイルという観光を確立していく中では、感染者が出たから途

端に観光やめましょうではもちろんないわけですよね。それは受け入れながら

も、それは人が移動するっていうことになれば、当然感染のリスクはあるでし

ょうという前提の中で、沖縄の受入体制をつくっていくっていうのが、私の理

解のＷｉｔｈコロナ沖縄スタイルだと思ってるんですけども、それはどうです

か。要は感染者が出るということと観光との両立っていうことをどのように皆

さんは、４月の第１波から今日まで整理されてこの沖縄の観光受入れというも
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のを定義してしているのか。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 Ｗｉｔｈコロナという言葉がふさわしい

んだと思いますけれども、全く感染もゼロが続いているときだけしか観光客を

受け入れないというものではなくて、そこは事実として受け止めながら、観光

客は受け入れる体制を整えるというのが我々の役目だと思っております。ただ、

一方でその感染の拡大の状況といいますか、やっぱりそこの取組方というのは、

濃淡が多少あると思うんですね、感染が１人、２人とかっていう時期なのか、

あるいは、何十名、何百名、仮に、という時期なのかというような違いも踏ま

えた上で、その時々に応じた、観光でいえば戦略を立てていく必要があるだろ

うと思っております。今の時期としては、やはりどこかに我々出向いていって

プロモーションをやるとかということよりは、むしろ沖縄に来ていただくため

の旅行需要のそのマインドを維持していただくために、例えばオンラインでお

茶の間にいながらにして沖縄ツアーを楽しんでいただくような取組とか、ある

いはオンラインセミナー、そういった形で沖縄の魅力を今の時期に伝えていっ

て、来るべきまた感染が緩和されたときに、お知らせといいますか、沖縄に来

ていただくような取組をする時期かなというふうに思ってます。そしてもう一

つはやっぱり安全・安心という防疫体制の構築、受入体制の強化を図ろうとい

うことで、通常ですとビジット沖縄計画っていうのを単年度ごとにつくってる

んですけれども、今回はビジット沖縄というよりは、むしろさっき言いました

強靱な観光地形成につながるような計画を立てようということで、仮称ですけ

ど観光復興計画というのをつくって、次の第６次の沖縄観光の振興基本計画に

つなげていくようなものをつくって、安全・安心な島沖縄、どうぞ沖縄にいら

してくださいというようなことにつなげるような計画をつくりたいというふう

に思っております。

○仲村未央委員 もちろんこれからのことはそうなんでしょうけれども、要は

安全・安心ということの、沖縄が一番今発信しないといけないこの時期にまさ

かの緊急事態宣言になっちゃったわけですよね。そして、これは別に沖縄だけ

ではなく関東もそうなんですけれども、やっぱりＧｏＴｏも来るぞと、そこに

一気に人の動きが出るぞっていう出ばなをくじかれたような格好になって、今

となってはさっきのエアラインの減便も含めて、予想してた６月、７月の５割

回復からも一気に、むしろ維持や伸びるところが逆にもう今さらに低下を余儀

なくされるっていうところに立たされたわけですよね。例えば、今言われてる

ようなホテルの借り上げについても、６月19日の解禁ということであれば、よ
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く分かんないけど、伝わる情報によると７月いっぱいにはホテルを確保しまし

ょうねっていうのが全国の、厚労省なりあるいは国の指導であったというよう

なことが報道もされてましたけれども、やっぱり沖縄であれば、どこの県より

も受け入れるっていう準備が、どの県よりも早く、あるいは国の基準以上にむ

しろ確保するっていうぐらいの体制が、その受入体制そのもので、やっぱり安

全ということを示す、沖縄ブランドをどういうふうに確立していくかっていう

意味では非常に死活的な施設だったんじゃないかなと思うんですよ。それが実

際には、６月の中でこの借り上げもやめちゃってたとかというのが出てきます

けれども、そういったことの中で、文化観光スポーツ部としては、何かこれじ

ゃちょっとお客さんこれからもどんどん入ってくる時期なんだけど大丈夫かな

とか。そういう議論っていうのも部内、あるいはまさに対策本部、先ほどから

その横の連携っていうのが話が出てますけどね、これは幾ら何でもお客さん今

からトップシーズンに入りますよと、もう７月入ると同時に多分沖縄沖縄って

いうふうになりますよっていうような状況がもう見えてたわけですよ。見えて

たから５割の回復までいったと思うんですよね、一旦は。この中で、どうも今

体制がちょっと間に合ってないぞというような議論がなかったのか。あるいは

間に合ってると思ってたのかですね、今もうこの第２波が来ちゃってるから、

このときの推移をもうちょっと知りたいんですよ。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 これは本来私が答えるべきではないのか

もしれませんけれども、おっしゃったように６月19日に全国的な解禁というこ

とで、我が部としてはやはりそれに向けてどう取り組むかという、観光の切り

口からですね、そのために午前中も参考人の方からもありましたように県内で

まずは回していこうということで、彩発見プロジェクトということでやらせて

いただいたわけです。一方で今委員がおっしゃったような、ここが非常に今回

のコロナの難しいところだと思うんですけども、来週はどれぐらいで、１か月

後にはどれぐらいの見込みで感染者が、例えばこういうふうな受入れをしたと

きに増えていくだろうというような推計というか、そういうのが、見込みがそ

のときに立てられたものであれば、それと一方で彩発見になると、そのホテル

とかに旅行者が来るわけですから、そことのバランスをうまくどう取っていく

かというのもあり得たんでしょうけど、こんなに感染者が出るというのは恐ら

くその時点でどの程度予測できたのかなというのが、実は今委員からの質問を

お聞きしてまして今感じているところです。

○仲村未央委員 要はそのホテルの借り上げもゼロだったっていうことが報道
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されるもんだから、あえて聞いてるんですね。結果、借りてて対象者がいない

のはこれはありがたいことですよ。人が動いても結果無症状者、軽症者、この

借り上げもなくて済んだねということは、結果オーライでこれよかったと思う。

予測の問題というよりは、受入体制―人が来ますよっていうことの準備体制の

一環としては、これは最低限の確保するべき体制の一つだったのではないかな

と。そういうふうに思う議論はなかったんですか、対策本部あたりでは。

○国吉悦子地域保健課長 今回いろんなホテルだったり、あと医療機関で空き

病床、何ていうんですか、病院が新築をされて、古い病院を活用してとか幾つ

か案がありまして、保健医療部としては中部のほうで、職員もその病院から派

遣していただいて、できるというところの調整をちょっと進めていたんですけ

れども、そこの病院が別のところに、他県に応援に出ないといけない事情がま

たあって、そこが急遽使えなくなって、ただ準備としてはホテルをしっかりと

準備していこうということで、国の準備した計画に沿って225名ほどホテルで

療養していただくということで、徐々に準備を進めている段階で、ちょっと私

たちもここまで急激に患者さんの数が増えるという予想がついてなくて、ホテ

ルとの調整に時間を少し要したというところがあります。

○仲村未央委員 今のお答えで、いつまでにそれを整備しようって決めてたん

ですか。

○国吉悦子地域保健課長 そうですね、７月末までにということで国からの方

針も出てましたので、７月末までに準備をしていくという方針でした。

○仲村未央委員 そこが部長、分からないところでね。先ほどから言ってるの

は、６月19日からは県をまたぐ移動ができるようになったんですよ、全国的に。

そして沖縄はどこの県よりも恐らく観光客が行きたい、移動になったら受入れ

も来るだろうっていう予測が立つわけですよね。これは分からんですよ、もち

ろんその感染の状況によってみたいなことも起こり得るから。６月、しかも７月

はむしろもういよいよ夏という、梅雨明けも入ってくるでしょう、例年だった

らもうかなりハイシーズンに入ってくるでしょう。そして連休がまさにありま

したよね、この間のような４連休が。それで７月末までに準備すればいいでし

ょうっていうこの認識は、皆さんもそうだったんですか。全庁体制の中で、７月

末までで大丈夫っていう認識で事は進んでたのか。
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○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 対策本部のほうでその辺の借り上げの

話、７月末までというところは確認はされております。

○仲村未央委員 限られた医療資源であることは、これおのずと島ですからね、

沖縄県は他に頼りようもない陸続きですぐ救急車でどこにも行けないという、

これ日頃からのことで、感染症があるから特段そうだっていうことでもなく、

今まさに救急まで含めて、昨日おとといのような、ああいう本当に痛ましい大

変なことが起こるっていうことがあるわけですよね。そういう意味では限られ

た医療資源っていうのはおのずとあって、それも含めて病床の確保と、さらに

これがあふれないような、事前事前の取組っていうのがあって初めて、私はＷ

ｉｔｈコロナの沖縄スタイル、観光モデルっていうのが構築されると思ってる

んですよね。だからあえてこのことを聞いてるわけです。だから、このコロナ

のときにどこに集中的に投資をするかっていうのは非常に問われていて、さっ

きのやっぱりＴＡＣＯの事務員というね、やっぱりこれは感染のリスクがある

非常に緊張する業務ですから、そういう意味ではアルバイト的に人は来ないと

思うんですよね。そこに本当に体制を配置するには、人件費を含めすごい投資

が必要でしょう。人に対する、人材育成も含めて。あるいは今のホテルの借り

上げだって、やっぱりお客さん入れたほうがもうかると思ってるホテルをあえ

て押さえていくっていうことであれば、これはある程度のやっぱり補償という

かね、その借り代を投資しないと確保ができない。入れるべき方々がゼロでも

確保して準備しておかないといけない、やっぱり医療のインフラでありつつ、

観光の体制、受入れの体制そのものだというふうに思うわけです。このあたり

は今回の経験も踏まえて議論はありますか。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 ありがとうございます。ややもすると観

光の観点からっていうと今の時期というのはなかなか、先ほど言いましたとお

り、外に出かけて行ってのプロモーション難しいよねといったような議論にな

りがちですけれども、委員おっしゃったように、我々も、直接的には保健医療

部がホテルの借り上げというところは調整してやってるわけですけども、それ

をやることによって感染者を防ぐ、受皿を強化していって、その上に観光が成

り立つんだという認識を今後より一層強く持つ必要があるなというのを感じた

次第でございます。

○仲村未央委員 リスクを持っていただきたいんですよね、逆発信になってし

まうから。今の状態では沖縄は感染率が一番高いんだよとか、今日も何か実効
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再生産数が全国ダントツ１位とかっていう数字が出てしまうと、やっぱりマイ

ンドに一番影響する観光は、その心、やっぱり行きたいと思うことですから、

やっぱり安全っていうのが確保されてるっていうことが何よりも観光資源にな

っていくと思うんですよ、これからの競争力という意味ではね。安全なところ

に人は行くっていうふうに先ほど参考人の中にも、崎山さんだったかな、かな

り強く安全・安心がないことには観光成り立たないと繰り返しおっしゃってま

したけれどもね。そのとおりだなというふうにこれは思って当然皆さんもいる

はずで、だからやっぱりこの緊急事態に合わせた体制づくりとか、予算の在り

方とか、ここもう一回集中的に、何に注力すべきかっていうのをぜひ議論して

確保するべきは確保する、予算つけるところはちゃんとつけるっていうふうに

回していただけないかなと思ってます。さっきの参考人の皆さんがたくさんの

資料をお持ちでして、ホテル組合からはアンケートが詳しく出てます。その中

の一つとしては、施設の常備するアルコールに対して予算が欲しいというよう

な補助がもうたくさん出てますけど、このあたりはどうですか。

○雉鼻章郎観光振興課長 現在、安全・安心な島づくり応援プロジェクトとい

うのをやらせていただいておりまして、これはホテルを含んで、感染防止対策

に使っていただけるように一律10万円という形で支援金を給付する事業を行っ

ているところであります。

○仲村未央委員 それも本当に安全の本当にイの一番だと思うんですけれど

も、それからこのアンケートのちょっと御意見伺いたいんですけれども、紹介

しますと、営業継続するために必要な基準を行政機関に定めていただき遵守し

ていることを明示して営業を行えるようにしたいですと、自主判断ではなくガ

イドラインに沿った対応を行ったので営業を行っておりますと公に言うことで

信頼を回復していきたいと考えておりますっていう意見が、自由記述の中で出

てくるわけですけど。このお店は安全ですよとか、このホテルはこのガイドラ

インを達して、公的な、例えば沖縄県がこれはやる基準を明確に守った施設で

すよ、安全ですよみたいなそういう取組っていうのは、何か、どうなんでしょ

うか。先進地にそういうのがあるのか、沖縄として、これからの安全・安心ブ

ランド競争力を上げていく意味でこういったことも検討されているのか。

○比嘉淳マーケティング戦略推進課長 沖縄県感染防止対策宣言ステッカー制

度というものを昨日設けて、この制度をスタートさせております。目的として

は県内の事業者―観光業者も含めてです、飲食業だけではなくていろんな店舗
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を持ってる方々を対象として、感染症拡大予防ガイドライン徹底を促して、そ

れで今回のコロナの感染拡大防止、それと経済社会活動の両立を図るためを目

的として今取り組んでる最中です。それを、感染防止対策を自ら取り組んでい

る事業者に対しては、このステッカーを発行することとしております。ステッ

カーは、県のホームページから申請をしていただいて、そのガイドラインに沿

ってやっている事業者に関しては、ステッカーを店舗名で発行して、それを店

舗の入り口とかに貼っていただいて、我々の店舗は安全ですよというのを、仕

組みづくりを進めております。今日現在でも400店舗近くの申請があったと聞

いております。

○仲村未央委員 ぜひそれが信頼につながるような体制、つくっていただきた

いなというふうに思いますけれども。あともう一点、午前中の確認ですが、お

きなわ彩発見事業、これについては先ほど聞かれたとおり、事業のスキームを

設定するに当たって、現場のそれぞれの業界から声を聞かれなかったとかとい

う声が相次ぎましたよね。それはそうなんですか。

○山川哲男観光政策課長 この事業を構築するに当たっては、ホテル組合、そ

れから旅行業者の団体様のほうから、何とかこの経済的危機にある観光産業を

支援する策を早急につくってくれないかっていうまず申出がありまして、そう

いうお声を受けて、６月１日に専決という形で予算化をさせていただきました。

ただ午前中の御意見様々聞いていて、各個別の団体様と密に意見交換をしたと

いうことはありませんでしたので、今後は会議の場で広く浅くではなく、しっ

かり膝を交える形で、個別団体の方々と意見交換をしながら支援策というもの

を考えていきたいなというふうに考えております。

○仲村未央委員 終わりますが、ぜひ部長、またこのいろんな予算の見直しも

含めて、今大きく、通常出てきたインバウンドが止まってしまったりしながら、

予算をやりくりしながらだと思うんですが、集中するべき組織の体制づくりと

か、それからさっき言うように、圧倒的にその安全をつくっていくためにどう

予算を傾けさせるかみたいなところは、両立しようというからこそそれが必要

なんだっていうことで強く沖縄の経済、特にそれを牽引する先ほど代表の皆さ

ん来てましたけど、そういった観光の持続可能な体制、そのスタイルを確立す

るまで、本当に第１波の検証、見えるようにしてほしい。それから、今起こっ

てることの課題をやっぱり早急に、業界の皆さんも含めて議論する場をしっか

り持ってほしいとかっていう、こういうことも併せて取り組んでいただきたい
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なと思いますので、もしコメントがあればよろしくお願いします。

○渡久地一浩文化観光スポーツ部長 ありがとうございます。おっしゃるよう

に、観光業界の方々の、今日来ていただいた参考人の方々も含めて、広く意見

交換を密にして、しっかり取り組んでいきたいというふうに思います。ありが

とうございます。

○西銘啓史郎委員長 休憩いたします。

午後３時25分休憩

午後３時41分再開

○西銘啓史郎委員長 再開いたします。

ほかに質疑はありませんか。

崎山嗣幸委員。

○崎山嗣幸委員 午前の参考人招致の中で聞いたんですが、おきなわ彩発見キ

ャンペーンの中で、参考人のほうもこの間、県外からの誘客がない中において

は、県内にある施設、あるいは県内旅行等々含めて強化してくれということで、

県は、おきなわ彩発見キャンペーンってのは１弾、２弾展開したということに

なっておりますが、この取組については、午前中のときもそうなんですが、宿

泊がメインとなっていて、入込客の増につながってないとか、あとは県内の修

学旅行生のバスを利用しての取組についても対象外にしてるとかっていうこと

で、この事業そのものが関係業界との調整もないまま走っている、走ってきた

ということの問題点の指摘がありましたが、これは皆さんにとってみれば、先

ほどもあったように、県内のこの業界に対する支援しようということが目的だ

ったと思いますが、この目的と実績がずれてる感じがするんですが、これは何

でそういうふうに１弾、２弾せっかく打ちながら、応えることができないよう

な取組だったのかについてお聞かせ願いたいと思います。

○山川哲男観光政策課長 おきなわ彩発見は１弾、２弾２つございます。１弾

につきましては、午前中もいらしていたホテル組合の理事長、それから専務の

ほうからの要請書もありました。それから、旅行業の方々からも県内支援策を

早急にやってほしいという声もいただきました。そういう中で６月１日に専決

をいただいて実施したんですけれども、その中で、我々としては、宿泊施設で
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の利用のみではなくて、様々なアクティビティーや２次交通を組み込んだ旅行

商品を造成して、ぜひ沖縄県民の方々に販売してほしいということで、旅行業

の方々にも申し上げております。ただ、結果といたしましては、なかなかその

２次交通、それから観光施設、それからアクティビティーを含んだ商品の造成

につながらなかったっていうところはございます。ただ、少なからずではある

んですけども、バスツアーのほうも若干販売の中に入っておりまして、74件。

ただし、全販売数の１万9936件のうち0.4％という数値になっておりますので、

バスの関係者の方々からしますと、自分たちのところには支援策が回ってこな

かったっていう認識をお持ちになられているのかなというふうに思います。ま

た、観光施設の方々も午前中の御意見がありました、閉園中にやられても恩恵

はないよねと。ただ我々といたしましては、宿泊施設や旅行業の方々からの切

実なお声もいただいてましたので、まずはやらなきゃいけないというところで、

すごい切迫感がある中で事業を展開していったっていうところもございます。

○崎山嗣幸委員 今一部バスあったということでありますが、バス協会から提

起されてることで、バスを利用した県内旅行の推進ということの意味では、子

供たちっていうか、そこの県内旅行の支援というか、これが対象外だったとい

うことを言ってるんですが、このメニューではなくて、その他の方法で何かそ

ういう対策っていうか、講じられる検討してるのか。あるいは、大事なところ

だと思いますが、そこは県外からの誘客も一旦は50％回復したにもかかわらず、

今どんどんと悪化の傾向をたどって観光業界は深刻な事態ということを聞かさ

れたので、せめてもの県内で回していくっていうことに対して皆さん事業を打

ち込んでるわけだから、今言われてる県内旅行の取組については、このメニュ

ーじゃなくて別立てで考えているのかどうか聞かせてもらえませんか。

○雉鼻章郎観光振興課長 バス利用の促進ということで少しお話をさせていた

だけるとすれば、県内の小学校・中学校などの、例えば遠足だとか、それから

修学旅行だとかそういうものに対して、県内の観光バスを使って回ってくださ

いというような利用促進を教育委員会関係にお願いをしようと、今準備を進め

ていたところだったんですが、昨今の感染の拡大で、今ちょっと様子を見てい

るところですが、そういう県内の児童生徒さんの利用についても観光バスにつ

いては御協力をいただきながら進めていきたいと考えております。

○崎山嗣幸委員 どちらにしても、言われたところについては、この事業展開

がスタートするときに３日前に聞いたとか、業界っていうんかね、の要望を聞
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いて事業計画するということが、やっぱり不十分ではないかと指摘あったんで

すが、今回もこの一つの、何ていうの、反省点踏まえて、これからやっぱり業

界の話聞いて、どういったことを県に要望を期待をしてるのかどうかを受け止

めていかないと、勝手に、勝手にっていったら悪いんだけど、県がつくったメ

ニューをさあやりますよって言っても、朝の話の中においては、期待外れみた

いなのがやっぱり聞こえたので、期待に応えていくというのが皆さんの重要な

仕事とだと思うんですが、これから取り組むときっていうのか、状況いろんな

ディスカッションして、どういったことを要望してるのか、どういったことで

深刻な事態なのかどうかを含めてコミュニケーションをしっかり取ったほうが

私はいいと思いますが、今後の展開ついてはいかがですかこれは、今言ったこ

とも含めて。

○山川哲男観光政策課長 これまでの事実関係も十分認識しました上で、今実

際に取り組んでることといたしまして、部長のほうからも答弁ありましたが、

沖縄観光の復興計画、それから第６次沖縄県観光振興基本計画の策定に着手し

たところであります。今週の火曜日でありましたが、自治会館のほうでアドバ

イザリー会議というものを開催させていただきまして、その中には、本日午前

中御参加されていた各団体の長の方々も多数いらっしゃいます。会議の中で意

見はいただいたんですけれども、また今日の午前中のこの議会の場で、バス協

会の会長が全員がいる前ではなかなか言いにくいんだよね、総論的な話になっ

てっていう御意見もしっかりと聞かせていただきましたので、この観光復興計

画、それから沖縄観光基本計画の策定に当たっては、個別に各団体を回って、

しっかりその各団体の御意見も聞いた上で、県として公平・公正な判断の下に

事業の展開を進めていきたいなというふうに考えます。

○崎山嗣幸委員 もう１点ですが、ホテル旅館生活衛生同業組合のほうから出

された資料の中で、観光客が大きくもたらしている影響と言われているが、実

際は、観光入域客数に占めるコロナ感染者数は少なく、715名中19名、2.7％に

とどまり、在住者696名97.3％の状況で、なぜ観光客への警戒を行うのか理解

に苦しむということにありますが、その中でいろいろ重病者、死亡者云々あり

ますが、その状況の実態というんかな、情報については、あえて観光客がもた

らした影響というのはそんなに大きくないんではないかということのデータな

んですが、これは認識は皆さんもデータ的には合っている、認識してるんです

か。
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○国吉悦子地域保健課長 推定感染経路としまして、一応県外、私達のほうで

も20名ということで、この784名の中では３％ということになっています。今

回まずはそういう県外からいらした方から、少しずつ広がってきたということ

で、最近は、家族であったり、会食を県内の友人たちとしてちょっと増えてき

ているという、ちょっともう変わってきております。

○崎山嗣幸委員 どっちにしても客観的なデータを県民と共有してから対策取

るのが重要だと思いますから、しっかり対策取るようお願いして質問を終わり

たいと思います。

○西銘啓史郎委員長 ほかに質疑はありませんか。

玉城武光委員。

○玉城武光委員 旅行者の受入れに関する新型コロナの感染症対策、そこに旅

前、旅中、旅後というのがあって、旅中は沖縄県で感染したところ、報告する

のは相談センター。旅後のこともそこに報告するというフローになってるんだ

けど、その旅後の方から報告があったのは何件ですか。旅後のね。

○真栄田義泰観光政策課副参事 旅後の報告はいまゼロです、ゼロ件です。

○玉城武光委員 じゃあ旅中は。

○真栄田義泰観光政策課副参事 旅中は、電話問診が10件、保健所に案内した

のが６件、検査実施までつながったのが３件になります。

○玉城武光委員 旅後になかったというのは、この旅行者にどういうふうに周

知徹底してるんですか。

○真栄田義泰観光政策課副参事 旅後については宿泊業者の協力も得ながら、

宿泊してる方に、帰った後３日後で、例えば発熱があった場合は連絡を下さい

というような案内―御協力をお願いしてます。それがゼロ件であるということ

ですね。

○西銘啓史郎委員長 ほかに質疑はありませんか。
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（「質疑なし」と呼ぶ者あり）

○西銘啓史郎委員長 質疑なしと認めます。

以上で、ＧｏＴｏトラベル及び万国津梁会議費等についての質疑を終結いた

します。

休憩いたします。

（休憩中に、説明員退席）

○西銘啓史郎委員長 再開いたします。

以上で、予定していた議題は全て終了いたしました。

委員の皆さん、大変御苦労さまでした。

本日の委員会は、これをもって散会いたします。
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